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第Ⅰ章 福祉プランの概要 

 １ 社会状況の変化                                 

 

近年の社会情勢や、家族形態等の変化により、市民の意識や価値観が多様化

するとともに、福祉を取り巻く環境が大きく変容するなか、高齢者の孤独死、

子育て世帯の孤立、児童虐待、配偶者等からの暴力、ニート（※）・ひきこもりや、

厳しい経済・雇用環境の下で深刻化する生活困窮など、さまざまな問題が広が

っています。 

また、家族や地域の支え合いや繋がりの希薄化が進むにつれ、日常の生活の

中で何らかの問題を抱えたり、さまざまな事情の中で支援が必要になることは、

誰にでも起こりうる問題となっています。 

 

日ごろ、私たちの身の回りで起こる問題は、第一段階として、個人や家庭に

おける「自助」の努力で解決しますが、個人や家庭内で解決できない問題は、

隣近所やボランティア活動による地域力や、住民参加型の在宅福祉サービスや

非営利の福祉サービスによる「共助」で解決し、さらに地域で解決できない問

題は、行政による「公助」で解決するという重層的な取り組みの整備が求めら

れています。 

特に、2011 年（平成 23 年）に発生した東日本大震災においては、支援を

必要とする人に対し自助、共助、公助のそれぞれ適切な役割分担により迅速な

支援に繋げるために、日常から互いの絆を深め、状況を把握しておくことが非

常に重要であるということが浮き彫りになり、地域社会のあり方に大きな意識

転換をもたらしました。 

 

このように、地域社会における生活課題やニーズが多様化・増大化するなか、

これらを解決するためには、地域の担い手を育成し、地域における住民相互の

支え合いや助け合いの新たな仕組みを構築すること、あらゆる専門機関が連携

し、地域福祉活動を支援することに加え、それぞれが担うべき役割を整理し、

地域におけるさまざまなサービスや市民による諸活動、関係機関等の連携を進

める必要があります。 
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 ２ 福祉プランとは                           

 

（１）これまでの計画の経緯 

逗子市福祉プラン（以下、「福祉プラン」といいます。）は、本格的な高齢社

会の到来を迎え、市民の福祉に対するニーズの増大と多様化に対応するため、

1988 年（昭和 63 年）から、市民参加によるさまざまな検討を経て、“福祉の

総合的な計画”として 1992 年（平成４年）３月に策定しました。４年間にわ

たり、市民と行政が力を合わせて検討した協働の結晶です。 

 福祉プランは、目標とする逗子市全体の福祉社会像として「共に生きる心豊

かな福祉社会」を掲げ、「公・共・私の協働」により、その実現をめざしました。 

 その後、高齢、障がい、子育て等の個別計画と連動した、本市の福祉を横断

的に統合する計画として 2005 年（平成 17 年）に改定しました。この計画は

2015 年（平成 27 年）３月までの 10 年間を基本計画とし、市民や関係機関、

有識者から広く意見を聴き、福祉行政を推進しました。  

 

 

（２）新たな福祉プランの策定 

 今回、10 年間の基本計画の満了を迎え、前計画から引き続き課題として残っ

ているもの、社会情勢の変化等により新たに施策として求められているもの等

を踏まえ、新たな福祉プランを策定します。 

 これまでの福祉プランは、社会福祉法第 107 条に規定されている「市町村地

域福祉計画」としての位置づけとされていましたが、新たに策定する本計画は、

「第１部 逗子市福祉プラン」を、地域福祉計画を含む福祉分野の５つの個別

計画の基幹計画、「第２部 逗子市地域福祉計画・逗子市地域福祉活動計画」を、

社会福祉法第 107 条に規定する市町村地域福祉計画と位置づけています。 
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 ３ 位置づけ                              

 

（１）市の計画体系について 

 市の計画体系は、逗子市総合計画（以下、「総合計画」といいます。）を最上

位に、政策分野ごとの「基幹計画」、そして各施策の「個別計画」の三層構造に

なっています。 

 そして、この三層は、総合計画の基本構想における取り組みの方向と基幹計

画の最上位の目標等とが整合し、基幹計画の下位の目標等と個別計画の最上位

の目標等とが整合する形で重なり合うようになっています。 

このように、すべての計画を総合計画の下に体系化し、三層の計画を連動さ

せながら、一体的に計画の実現をめざすものです。 

 

 

●総合計画の基本構想の取り組みの方向と基幹計画・個別計画の目標との関係

のイメージ（総合計画から抜粋） 

 

 

 

 

 

福祉プラン 

福祉分野の５つの

個別計画 
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（２）福祉プランの位置づけ 

福祉プランは総合計画の基本構想の施策の方向づけを示す５本の柱のうち、

総合福祉分野を担う基幹計画として位置づけられています。したがって、福祉

プランは独立した計画ではなく、総合計画の理念に基づきながら、他分野の計

画とも連携します。 

 

●総合計画の基本構想が掲げる５本の柱と取り組みの方向 

（総合計画から抜粋） 

 

５本の柱

１　「その人らしく生きること」をお互いに支え合う福祉のまち

２　医療・保健・福祉が連携した安心・健康長寿のまち

３　高齢者が住み慣れた地域で、安心して暮らせるまち

４　障がい者が安心して自分らしく暮らし続けられるまち

５　誰もが心豊かに子育てできるまち

１　子どもも大人も輝く生涯学習のまち

２　文化を新たに創造するまち

３　スポーツを楽しむまち

４　学校教育の充実したまち

５　子どもも大人も共につながり成長していくまち

１　自然を大切にするまち

２　廃棄物による環境負荷の少ないまち

３　温室効果ガス排出の少ないまち

４　暮らしと景観に配慮したまち

１　良好な住環境の形成により、くつろぎが生まれるまち

２　災害に強く、犯罪のない安全なまち

３　歩行者と自転車を優先するまち

４　都市機能の整った快適なまち

５　地域資源を生かした個性豊かなにぎわいのあるまち

１　市民自治のまち

２　誰もが尊重され、自由で平等なまち

３　情報化で、よりよく暮らせるまち

４　世界とつながり、平和に貢献するまち

第４節
安全で安心な、

快適な暮らしを支え
るまち

第５節
新しい地域の姿を示
す市民主権のまち

いつまでも変わることのない理想像

青い海と　みどり豊かな　平和都市

自然に生かされ、自然を生かすまち
コミュニティに支えられ、コミュニティを支えるまち

第１節
共に生き、心豊かに
暮らせるふれあいの

まち

第２節
共に学び、共に育つ
「共育（きょうい
く）」のまち

第３節
自然と人間を共に大

切にするまち

将来像

取り組みの方向

 

 

 

福祉プラン 

福祉分野の５つの

個別計画 

（地域福祉計画） 
（健康増進計画） 

（高齢者保健福祉計画） 
（障がい者福祉計画） 

（子ども・子育て支援事業計画） 
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（３）福祉プランと各福祉分野の個別計画との関係 

福祉プランは、総合福祉の視点から、逗子市の将来像と理念、施策の目標と

方向を示します。各個別計画は、福祉プランの理念のもと、分野ごとの施策の

目標と方向を示し、施策を具体化する役割を担います。 

 

 

 

 

●福祉プランと５つの個別計画の体系図 
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（４）計画の期間 

福祉プランの計画期間は、2015 年度（平成 27 年度）から 2022 年度（平

成 34 年度）までの８年間であり、総合計画の前期実施計画の期間と一致して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合計画 前期実施計画 （平成 27～34 年度） 

          
福祉プラン （平成 27～34 年度） 

          
地域福祉計画・ 

地域福祉活動計画 

前期実施計画 

（平成 27～30 年度） 

後期実施計画 

（平成 31～34 年度） 

健康増進計画 （平成 27～34 年度） 

高齢者保健福祉計画 
第６期 

（平成 27～29 年度） 

第７期 

（平成 30～32 年度） 
    

障がい者福祉計画 （平成 27～32 年度）   
 

子ども・子育て支援事業計画 （平成 27～31 年度）   
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 ４ 逗子市の現状と課題                         

      

●本計画期間以前における各種指標の推移 

①出生数と死亡数の推移（自然動態） 

 自然動態については、死亡数が出生数を毎年平均 200 人程度上回っています。 

    
（資料：住民基本台帳人口 各年 1 月～12 月） 

 

②転入数と転出数の推移（社会動態） 

社会動態については、転入数が転出数を毎年平均 80人程度上回っています。 

   
（資料：住民基本台帳人口 各年 1 月～12 月） 
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③高齢者人口の推移 

平成 18 年度と平成 26 年度を比べると、総人口で 0.3%減、高齢者人口（65

歳以上人口）で 20.4%増、65～74 歳人口で 10.8%増、75 歳以上人口で

31.4%増となっており、特に 75 歳以上人口の増加率の高さが際立っています。 

  
（資料：住民基本台帳人口に外国人登録人口を含めた値 各年 10 月 1 日現在） 

 

 

④要支援・要介護認定者（※）の推移 

要支援・要介護認定者数は、平成 26 年 10 月１日時点で 3,587 人であり、 

平成 18 年度以降の８年間を平均して、年 150 人以上増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （資料：介護保険事業状況報告 各年９月末現在） 

233 238 258 284 351 385 400 420 467
294 329 349 375 380 363 389 382 398356 379 414 399 378 391 370 422
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要介護５ 要介護４ 要介護３ 要介護２ 要介護１ 要支援２ 要支援１ 認定者（計）

(人)

（人） （％） 
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⑤ひとり暮らし高齢者数の推移 

 ひとり暮らし高齢者数については、平成 26 年度は平成 23 年度と比較し、

約 1.08 倍に増加しています。 

   

（資料：ひとり暮らし高齢者台帳登録者数 各年４月１日現在） 

 

 

⑥生活保護被保護世帯数及び被保護人員数の推移 

 生活保護の受給者の状況については、おおむね 300 世帯、400 人で推移し

ています。また、約６割が高齢者世帯となっています。 

  
（資料：生活保護法施行事務監査資料 毎年３月末現在） 

 

（人） 

（世帯、人） 
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⑦障害者手帳所持者数の推移 

 障害者手帳の所持者は、それぞれ増加の傾向が見られます。特に、身体障害

者手帳の所持者は、７割以上を 65 歳以上の高齢者が占めています。 

   

（資料：第３期逗子市障がい者福祉計画より抜粋 各３月末現在） 

 

 

⑧自治会加入率の推移 

 自治会加入率は、市内全体では約 7 割前後で推移しています。 

   
   （資料：市民協働課） 

 

 

 

 

（%） 
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●年齢別総人口、高齢化率の将来推計 

 

本市の総人口は、６万人程度の規模で概ね横ばいに推移しましたが、平成 23 

年をピークにゆるやかに減少しています。本計画期間（平成 27～34 年度）も、

減少傾向が続くと推計されます。 

 高齢者人口については、前期高齢者（65～74 歳）人口が減少し、後期高齢

者（75 歳以上）が増加するものと推計され、高齢化率（※）は平成 28 年度以降、

しばらくは 31％台で推移するものと予想されます。 

 

 

 

 
            （資料：高齢者保健福祉計画より） 

 

 

以上のように、少子高齢化の進行のみならず、障がいのある人など何らかの

生活課題を抱えた人は今後ますます増加すると想定されます。 

このようななか、誰もが住み慣れた地域で安心して住み続けるためには、総

合的な福祉の施策が必要になるとともに、住民の主体的・積極的な活動による

助け合い・支え合いの地域社会を築く必要があります。 
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第Ⅱ章 福祉プランの理念 

 １ 福祉プランの理念～逗子市がめざす地域福祉の将来像～                                          

将来像：｢共に生き、心豊かに暮らせるふれあいのまち｣ 

 

人と人との支え合いが、人と暮らしを元気に豊かにし、安心・安全なふれあ

い社会をつくりだします。ふれあいの基本は、人への優しい心と思いやりです。

わたしたちは、共に生き、心豊かに暮らせるふれあいのまちの実現をめざしま

す。 

逗子に生まれ、育ち、暮らしていく人生のステージにおいて、すべての人が

優しさと思いやりの心を育み、次の世代へとつないでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暮らし 

どの子も、地域に見守ら

れ、地域を見守り、のび

のびと未来の夢を育んで

いる。 

 

 

地域の中で、生きる力、

将来の夢が育まれる。 

男女が共に参加して、家

事･育児･仕事など生活を

充実させていく。 

若者が夢をもって家庭を

築き、子どもを生み育て、

福祉文化の担い手として

地域に根付いていく。 

年齢や障がいの有無など

にかかわらず、誰もが個

性を発揮し、いきいきと

地域活動に参加する。 

困った時に助け・助けら

れる、サービス利用と支

え合いの仕組みがあり、

住みなれた地域で自分ら

しい生活を継続できる。 

「共に生きる」きずなに

よる「心豊かさ」を文化

として次世代に手渡して

いく。 

｢共に生きる 

心豊かなまち」 

ライフステージ別

イメージ 

生まれ 

育ち 

次世代へ 
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 ２ ８年間の施策の目標と方針                      

 

福祉プランの将来像である「共に生き、心豊かに暮らせるふれあいのまち」

を実現するために、市が、2015 年度（平成 27 年度）から 2022 年度（平成

34 年度）までの８年間で行う施策の目標と方針を示します。 

 

（１）総合計画におけるリーディング事業との関係性 

リーディング事業とは、総合計画の前期実施計画の期間である 2015 年度（平

成 27 年度）から 2022 年度（平成 34 年度）の８年間で戦略的・重点的に実

現を図っていく事業をいい、各基幹計画、各個別計画でそれぞれ定める事業の

中でも特に重要な事業と共通するものとなっています。 

福祉分野の基幹計画である福祉プランの各個別計画の定めるリーディング事

業については、福祉プランの「共に生き、心豊かに暮らせるふれあいのまち」

という将来像（理念）に照らして、適切に事業が行われているか評価を行いま

す。 

 

●リーディング事業の位置づけのイメージ（総合計画から抜粋） 

 

福祉プラン 

福祉分野の５つの

個別計画 
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（２）進行管理と評価の体制 

本市の計画体系は、全ての計画を総合計画の下に体系化し、総合計画・基幹

計画・個別計画の三層を連動させ、一体的に計画の実現を推進していきます。 

したがって、福祉部内の事業は、５つの個別計画の懇話会等と、（仮称）逗子

市福祉プラン審議会における意見聴取を経て、逗子市総合計画審議会が進行を

管理します。 

 

●進行管理体制のイメージ図 

 

 

 

地域福祉計画・地域福祉活動計画については、学識経験者、地域福祉にかか

わる関係者等で構成される（仮称）逗子市地域福祉計画・逗子市地域福祉活動

計画懇話会において施策の進捗状況等を把握し、毎年度評価を行います。また、

４年ごとに見直しを行います。 



（３）福祉プランの各個別計画の目標と方針　体系図

共に生き、心豊かに

暮らせるふれあいのまち

（逗子市福祉プラン）

「その人らしく生きること」を
お互いに支え合う

福祉のまち

（逗子市地域福祉計画）

最重要施策

★（リーディング

事業）

避難行動要支援者の避難支援体制づくりと、福祉教育によ
る地域福祉の担い手の育成を進めます。

【１】【２】地域福祉推進事業

重要事業 生活困窮者の自立支援のための相談体制を構築します。 【３】生活困窮者自立支援事業

医療・保健・福祉が連携し
た安心・健康長寿のまち

（逗子市健康増進計画）

最重要施策

★（リーディング

事業）

市民主体の健康づくり活動や地域で進める健康づくりを推
進します。

【１】健康づくり推進事業

在宅医療連携拠点を整備します。 【２】地域医療充実事業

重要事業

生活習慣改善の支援を行い、糖尿病等の生活習慣病の発
症と重症化の抑止を図ります。

【３】特定健診・特定保健指導事業

壮年期からの健康づくりと生活習慣病の予防、早期発見及
び早期治療を図ります。

【４】成人等保健事業

救命救急体制の充実や災害時の医療提供機能の拡充のた
め、総合的病院の誘致をめざします。

【５】地域医療充実事業

（総合的病院の誘致）

高齢者が住み慣れた地域
で、安心して暮らせるまち

（逗子市高齢者保健福祉

計画）

最重要施策

★（リーディング

事業）

医療・介護・予防・住まい・生活支援が一体的に提供される
地域包括ケアシステムを、地域の自主性や主体性に基づき、
地域の特性に応じて構築します。

【１】地域包括ケアシステム推進

事業

利用者のニーズに合った多様な生活支援サービスが提供
できる地域資源の開発や人材を育成します。

【２】介護予防・日常生活支援総合
事業

重要事業

運動教室や口腔教室等の各種予防事業を実施します。

サロン活動等の介護予防に資する活動を支援します。
【３】高齢者介護予防事業

高齢者が自ら主体となり、運動奨励教室等を開催します。 【４】介護予防普及啓発事業

認知症サポーターを養成するとともに、介護を適切に行うた
めの知識や技術の習得等を目的とした教室を開催します。 【５】認知症地域支援推進事業

教育講座等を開催し、高齢者が互いにふれあい、学び合う
機会をつくります。

【６】高齢者の生きがいと健康づくり
推進事業

障がい者が安心して自分

らしく暮らし続けられるまち

（逗子市障がい者福祉

計画）

最重要施策

★（リーディング

事業）

（仮称）療育・教育の総合センターを設置し、18歳までの子
どものライフステージに応じた継続的な支援を行います。

【１】療育推進事業

グループホーム等の施設の整備促進を図ります。
【２】民間障がい者福祉施設整備

等促進事業

重要事業

障がいのある人の雇用促進を図ります。 【３】知的障がい者等雇用促進事業

障がい特性に応じたきめ細やかな就労支援体制をつくりま
す。

【４】就労等支援事業

障がいのある人への理解を深めるための地域における自
発的な取り組みや研修、啓発活動を支援します。

【５】障がい者の住みよいまちづくり
推進事業

誰もが心豊かに子育てで
きるまち

（逗子市子ども・子育て支
援事業計画）

最重要施策

★（リーディング

事業）

子育てに関するポータルサイトと、子育てに関わるネット
ワーク会議との連携により、「子育てネットワーク」として総
合的に子育てを支援します。

【１】子育てネットワーク構築事業

体験学習施設「スマイル」を拠点にこどもの居場所を確保す
るとともに、自主的な活動を支援します。

【２】体験学習施設講座等事業

重要事業

子育てについて気軽に相談できる場所や機会を拡充し、き
め細かい支援体制を構築します。

【３】子育て支援センター運営事業

児童の預かりの援助を受けたい者と援助を行いたい者との
調整を行い、地域における育児の相互援助活動を推進しま
す。

【４】ファミリーサポートセンター

運営事業

児童相談所や関係機関と連携し、様々な子育ての悩みを抱
える相談者に寄り添う支援体制を構築します。

【５】子ども相談室運営事業

保健師・助産師による一貫した相談体制により、安心して妊
娠・出産、子育てできる環境を整えます。

【６】妊産婦・乳児訪問等事業

施策の位置づけ個別計画 取り組み方針 事業名
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（３）福祉プランの各個別計画の目標と方針 

①「その人らしく生きること」をお互いに支え合う福祉のまち 

（逗子市地域福祉計画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１】 ★リーディング事業 

『地域福祉推進事業（福祉教育活動の実施）』 

課題 充実した福祉教育により福祉への関心を高めるとともに、生活支援

やサロン活動、災害時の避難支援など、地域におけるさまざまな支

え合い活動の担い手となるボランティアを育成することが必要と

なっています。 

取り組み 福祉活動団体や小中学校等と連携し、大人を含めたすべての人に対

し福祉教育及び活動・実践の機会等を充実させることにより、福祉

への関心を高め、地域福祉活動の担い手育成へ繋げます。 

目標【2022 年度（平成 34 年度）】 現状【2013 年度（平成 25 年度）末】 

福祉教育活動が年間 29 回実施され、

参加者数が 1,300 人になっている。 

実施していない。 

目標【2022 年度（平成 34 年度）】 現状【2013 年度（平成 25 年度）末】 

地域における支え合いの担い手とな

るボランティアの数が 600 人になっ

ている。 

449 人 

◆理念 

すべての人々が、住み慣れた地域で安心して住み続けるためには、地域での温

かいふれあいの中で、多様な人材がつながり、互いに見守り支え合う顔の見える

まちとなることが求められます。また、地域の様々な課題を解決するためには、

公・共・私が役割を分担し、互いに連携し、協力し合うことが大切であり、大き

な力となります。 

 地域におけるあらゆる主体のサービスや諸活動のネットワーク化、総合化を進

め、公・共・私のパートナーシップの構築により、「その人らしく生きること」

をお互いに支え合う福祉のまちの実現をめざします。 
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目標【2022 年度（平成 34 年度）】 現状【2013 年度（平成 25 年度）末】 

地域における支え合いの土壌となる

サロン活動が３８か所で行われてい

る。 

２７か所 

 

【２】★リーディング事業 

『地域福祉推進事業（避難行動要支援者の地域支援）』 

課題 地域において福祉に関わる問題を共有し、地域で把握した要支援

者の簡単なニーズ対応体制づくりや災害時における避難行動要支

援者の支援体制づくりが必要となっています。 

取り組み 平常時の地域における自主的、相互扶助の取り組みを支援するこ

とで醸成される近隣の関係性が避難行動要支援者の避難支援体制

づくりへと繋がるよう、地域を支援していきます。 

目標【2022 年度（平成 34 年度）】 現状【2013 年度（平成 25 年度）末】 

避難行動要支援者の個別支援プラン

が 30 パーセント作成されている。 

個別支援プランの作成の支援に着手

していない。 

※上記【１】、【２】の事業については、社協が自主事業として推進する地域安

心生活サポート事業の取り組みを基盤として実施していきます。 

 

 

【３】『生活困窮者自立支援事業』 

課題 昨今の経済情勢の悪化に伴い、生活保護受給者や生活困窮に陥る

リスクの高い層の増加を踏まえ、生活保護に至る前の生活困窮者

への支援の強化が求められています。 

取り組み 生活困窮者の自立支援のための相談体制を構築するとともに、日

ごろから地域や民生委員・児童委員、地域福祉活動団体等と福祉

専門機関・団体等との連携を密にし、必要な支援へ繋げる体制を

整えます。 

目標【2022 年度（平成 34 年度）】 現状【2013 年度（平成 25 年度）末】 

自立相談支援により自立につながっ

た生活困窮者が30パーセントになっ

ている。 

実施していない。 
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②医療・保健・福祉が連携した安心・健康長寿のまち 

（逗子市健康増進計画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１】 ★リーディング事業 

『健康づくり推進事業』 

課題 健康と長寿を確保しつつ、医療費の伸びの抑制に資するため、行

政のみならず市民が主体の健康づくり活動や地域で進める健康

づくりを推進することにより、糖尿病等の生活習慣病（※）の発症

と重症化の抑止を図る必要があります。 

取り組み 健康増進計画に基づく年代別健康づくり事業の実施や、生活習慣

病等の予防の啓発等を行います。また、併せて特定健診（※）や各

種がん検診を実施するとともに、保健師及び管理栄養士の保健指

導を推進します。 

目標【2022 年度（平成 34 年度）】 現状【2012 年度（平成 24 年度）末】 

健康増進計画が推進され、国民健康

保険被保険者一人当たりの医療費の

抑制が図られている。 

国民健康保険被保険者一人当たり医

療費 311,144 円 

 

 

 

◆理念 

歳を重ねても健康でいたいという思いはみんなの願いです。人生のうちで健

康でいる期間が長ければ長いほど質の高い生活が送れます。 

そのためには、市民一人ひとりが「自分の健康は自分で守る」という自覚を

持ち、自身の健康状態を的確に把握するとともに、家族みんなや仲間と楽しみ

ながら健康づくりを続けることが重要です。 

市民誰もが生涯を通じて活動的に生活できるように、市民が主体の健康づく

り活動や地域で進める健康づくりを推進していきます。 

また、健やかで安心して暮らしていくために、医療・保健・福祉の各分野の

関係機関・団体との連携を強化し、誰もが身近なところで適切な医療を受けら

れるような地域医療体制が充実したまちをめざします。 
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【２】 ★リーディング事業 

『地域医療充実事業』 

課題 団塊の世代を中心とした 65 歳以上の高齢者数は、2025（平成

37）年には 3,657 万人となり、このうち 60 パーセント以上

の国民が自宅で療養したいと回答していることからも、医療と介

護のネットワークとして、在宅医療連携拠点（※）の整備が必要と

なっています。 

また、救命救急体制の充実や災害時の医療提供機能の拡充など、

地域医療のさまざまな観点からも、近隣病院との連携の推進が必

要となっています。 

取り組み 逗子・葉山地区医療保健福祉対策協議会において、医師会、歯科

医師会、薬剤師会、その他関係機関とともに協議、連携しながら

在宅医療連携拠点を整備していきます。また、近隣病院に対して

市に必要な連携を要望していきます。 

目標【2022 年度（平成 34 年度）】 現状【2013 年度（平成 25 年度）末】 

在宅医療の連携拠点の設置が完了

し、機能している。 

設置されていない。 

 

 

【３】 『特定健診・特定保健指導事業』 

課題 生活習慣病の前段階であるメタボリックシンドローム（※）の対象

者や予備軍となる人を早期に選定し、内臓脂肪型肥満を解消する

ための生活習慣改善の支援を行い、糖尿病等の生活習慣病の発症

と重症化の抑止を図る必要があります。 

取り組み 満 40 歳から 74 歳の本市国民健康保険被保険者を対象に、個別

健診及び集団健診により、特定健診を実施し、その結果に基づき

保健師・管理栄養士が保健指導を実施します。 

目標【2022 年度（平成 34 年度）】 現状【2013 年度（平成 25 年度）末】 

特定健診の受診率が 40 パーセント

になっている。 

30.7 パーセント 
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【４】 『成人等保健事業』 

課題 壮年期からの健康づくりと生活習慣病（脳卒中、心臓病、がん等）

の予防、早期発見及び早期治療を図る必要があります。 

取り組み 胃がんや女性特有のがんをはじめとする各種がん検診や、歯周疾

患検診を実施するとともに、健康増進や疾病予防のための正しい

知識の普及を図ることを目的に、健康教育・健康相談を実施しま

す。 

また、高齢者インフルエンザの予防接種を実施し、高齢者の疾病

の重症化を防止します。 

目標【2022 年度（平成 34 年度）】 現状【2013 年度（平成 25 年度）末】 

胃がん検診及び肺がん検診の受診率

が 20 パーセントになっている。 

胃がん検診の受診率 7.9 パーセント、

肺がん検診の受診率12.2パーセント 

 

 

 

 

【５】 『地域医療充実事業』（総合的病院の誘致） 

課題 救命救急体制の充実や災害時の医療提供機能の拡充など、地域医

療のさまざまな観点から、総合的病院を誘致する必要がありま

す。 

取り組み 総合的病院の誘致に必要な病床数を確保するため、県に対して要

望を行います。 

目標【2022 年度（平成 34 年度）】 現状【2013 年度（平成 25 年度）末】 

総合的病院が開設されている。 開設されていない。 
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③高齢者が住み慣れた地域で、安心して暮らせるまち 

（逗子市高齢者保健福祉計画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１】 ★リーディング事業 

『地域包括ケアシステム推進事業』 

課題 急速な高齢化に伴い、重度な要介護状態となっても住み慣れた地

域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよ

う、医療・介護・予防・住まい・生活支援が一体的に提供される

地域包括ケアシステムを構築し、推進していく必要があります。

また、要介護認定者が利用する入所施設や、居住系サービス利用

の需要は、今後ますます増加していくものと想定されるため、的

確な施設や事業所の数を確保していく必要があります。 

取り組み 地域の課題の把握と社会資源の発掘に努め、明らかになった個々

の課題については、対応策を検討していきます。介護サービスや

生活支援等、地域包括支援センターの機能強化を図り、適切な対

応策を決定・実行していくというように、地域の自主性や主体性

に基づき、地域の特性に応じてシステムを構築していきます。 

 

◆理念 

高齢化の急速な進展や、地域社会・家族関係が大きく変容していく中にあって、

高齢者が住み慣れた地域で、安心して住み続けることができ、人生を豊かに過ご

すことができるような地域社会の構築を進めていかなければなりません。 

年齢を重ねてもできる限り要支援・要介護状態とならないための予防の取り組

みや、介護サービスの基盤整備を進めていくとともに、多様な生活ニーズや地域

課題の把握に努め、介護、医療、行政、地域などが連携したネットワークを構築

し、いつまでも心豊かに、自分らしく暮らしていけるような環境づくりを進めて

いきます。 
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目標【2022 年度（平成 34 年度）】 現状【2013 年度（平成 25 年度）末】 

地域包括ケアシステムの中心的役割

を果たす地域包括支援センターを１

か所増設し３か所とする。 

2 か所 

目標【2022 年度（平成 34 年度）】 現状【2013 年度（平成 25 年度）末】 

小規模多機能型居宅介護（※）事業所

が 3 か所、定期巡回・随時対応型訪

問介護看護（※）事業所が１か所で実

施されている。 

小規模多機能型居宅介護事業所  

1 か所 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護事 

業所 0 か所  

 

【２】 ★リーディング事業 

『介護予防・日常生活支援総合事業』 

課題 ひとり暮らし高齢者や認知症高齢者等が急速に増加し、特に軽度

者を中心に生活支援ニーズの高まる中、給付に馴染まない多様な

生活支援サービスが、地域で多様な主体により提供される体制の

整備が必要です。また、高齢者が自宅に閉じこもらずに地域の中

で役割を有することで、介護予防と生きがいにつながるものであ

り、地域での社会参加の場が確保されることが重要です。 

取り組み 要支援者の全国一律のサービス内容であった訪問介護（※）、通所

介護（※）については、介護事業所による既存のサービスに加え、

多様な主体によるサービスが提供され、利用者がサービスを選択

できるようにします。利用者のニーズに合った多様な生活支援サ

ービスが提供できる地域資源の開発や人材を育成するために、生

活支援コーディネート業務を社協に委託します。 

【2017 年度（平成 29 年度）より本事業に高齢者介護予防事業

が統合されます。】 

目標【2022 年度（平成 34 年度）】 現状【2013 年度（平成 25 年度）末】 

元気な高齢者（65 歳以上の要介護・

要支援者認定を受けていない者の割

合）が 83 パーセント以上になって

いる。 

80.4 パーセント 
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【3】 『高齢者介護予防事業』 

課題 高齢者の自立した生活を維持するため、介護予防に対する意識啓

発や自立への支援を充実させる必要があります。 

取り組み 要支援・要介護状態になるおそれのある虚弱な高齢者や一般高齢

者に対し、運動教室や口腔教室等の各種予防事業を実施します。 

また、サロン活動等の地域において実施されている介護予防に資

する自主的な活動に対し運営費用を補助するなど、生きがいや自

己実現のための取り組みを支援していきます。 

【2017 年度（平成 29 年度）から介護予防・日常生活支援総合

事業に移行します。】 

目標【2022 年度（平成 34 年度）】 現状【2013 年度（平成 25 年度）末】 

「元気な高齢者」の割合が 83 パー

セント以上になっている。また、市

内の高齢者サロンが 25 か所、延べ

参加者数が 13,000 人になってい

る。 

80.4 パーセント 

18 か所 

延べ約 9,600 人 

 

 

【4】 『介護予防普及啓発事業』 

課題 自立健康者への応援と寝たきりゼロ運動を推進し、介護サービス

を受けない高齢者を支援する必要があります。 

取り組み ズシップ連合会に委託し、高齢者が自ら主体となり、日常生活の

基本ともいえる筋力強化による運動奨励教室等を開催します。 

目標【2022 年度（平成 34 年度）】 現状【2013 年度（平成 25 年度）末】 

「元気な高齢者」の割合が 83 パー

セント以上になっている。 

80.4 パーセント 
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【５】 『認知症地域支援推進事業』 

課題 認知症を正しく理解し、認知症の人やその家族を支援する必要が

あります。 

取り組み 認知症に対する偏見や誤解をなくし、認知症になっても尊厳を持

って地域で暮らし続けることができるよう、認知症サポーター（※）

を養成していきます。 

目標【2022 年度（平成 34 年度）】 現状【2013 年度（平成 25 年度）末】 

認知症サポーターが 3,000 人にな

っている。 
1,000 人 

 

 

【６】 『高齢者の生きがいと健康づくり推進事業』 

課題 高齢者の生きがいと健康づくりを推進し、高齢者の人生を豊かに

していきます。 

取り組み 教養講座等を開催し、高齢者が互いにふれあい、学びあう機会を

つくります。 

目標【2022 年度（平成 34 年度）】 現状【2013 年度（平成 25 年度）末】 

「元気な高齢者」の割合が 83 パー

セント以上になっている。 
80.4 パーセント 
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④障がい者が安心して自分らしく暮らし続けられるまち 

（逗子市障がい者福祉計画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１】 ★リーディング事業 

『療育推進事業』 

課題 少子・高齢化、核家族化が進み、地域社会や家族の様相も大きく

変化し、さらに発達障害者支援法（※）の施行後は、発達に心配の

ある子どもが全国的にも顕在化してきているなか、障がいのある

子どもや発達に心配のある子ども及びその保護者が、安心して地

域で暮らし続けられるよう支援をする必要があります。 

取り組み 療育（※）を必要とする子どもの早期発見・早期療育への対応のた

めの相談、保護者のケアの充実を図り、18 歳までの子どものライ

フステージに応じた継続的な支援を行うため、（仮称）療育・教

育の総合センターを設置します。障がいのある子どもや発達に心

配のある子ども及びその家族を総合的に支援するために、学齢期

を含むワンストップでの相談受付、より充実した療育体制の構築、

保健・医療・福祉・教育等地域の関係機関との連携を強化し、就

学後も継続した支援を行います。 

 

◆理念 

これまでわたしたちが築いてきたノーマライゼーション（※）とリハビリテー

ション（※）の理念を継承し、障がいのある人もない人も、誰もが分け隔てられ

ることなく、「地域で自分らしく生きるため」「安心で納得できる生き方を求め

て」、それを実現していくことができるまちづくりを進めます。 

障がいのある人を取り巻く環境は、複雑化、多様化しています。誰もが生ま

れてからずっと安心して暮らし続けられるよう、ライフステージに応じた一貫

した支援体制を充実するとともに、災害等緊急時の備え、バリアのない環境づ

くりを進める必要があります。 

また、道路や施設等の整備だけでなく、こころのバリアフリーも実現し、障

がいのある人ない人、団体、地域などあらゆる主体が支え合えるようなまちづ

くりを進めます。 
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目標【2022 年度（平成 34 年度）】 現状【2012 年度（平成 24 年度）末】 

（仮称）療育・教育の総合センター

で実施する相談及び障害児通所支援

を利用したことのある子どもの、市

内の 18 歳までの子どもに対する割

合が 9.5 パーセント（注）になって

いる。 

4.7 パーセント 

（未就学児における療育利用者の割合） 

（注）2012 年（平成 24 年）に文部科学省が実施した調査等において、義務教育について特

別な教育的支援を必要とする児童生徒が全児童生徒に対して約 9.5 パーセントの割合となって

いる。このことから、特別な教育的支援を必要とする児童生徒のすべてが、相談や障害児通所

支援を利用することをめざすもの。 

 

【２】★リーディング事業 

『民間障がい者福祉施設整備等促進事業』 

課題 障がいのある人の居住の場を確保するとともに、障がいのある人

もない人も誰もが分け隔てられることなく、その人らしく生きて

いくことをみんなで支え合えるまちづくりを推進します。 

取り組み 障がいのある人が地域において人格と個性を尊重しながら、安心

して自立した生活を送ることができる場を確保するため、社会福

祉法人等が本市に設置するグループホームの整備に要する経費

の一部を補助することにより、施設の整備促進を図ります。 

目標【2022 年度（平成 34 年度）】 現状【2013 年度（平成 25 年度）末】 

市内にあるグループホームで生活す

る人が 35 人（8 棟）になっている。 
11 人（4 棟） 

 

 

【３】『知的障がい者等雇用促進事業』 

課題 障がいのある人の雇用を促進し、就労の定着を図る必要がありま

す。 

取り組み 市内在住で知的障がい、又は精神障がいのある人を３か月以上雇

用する市内外の事業主に対して報償金を支払うことにより、雇用

の促進を図ります。 
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目標【2020 年度（平成 32 年度）】 現状【2013 年度（平成 25 年度）末】 

対象となる事業所数が 19 か所とな

り、対象となる人数が 31 人となる。 16 事業所（対象者 27人） 

 

【4】 『就労等支援事業』 

課題 障がいのある人が地域社会で生活を営んでいくために経済的な

基盤を確保する必要があります。 

取り組み 必要な就労やそれに向けた通所の場や機会の確保、近隣の就労援

助センター等との協力など、障がい特性に応じたきめ細やかな就

労支援体制づくりを図るとともに、雇用する側に対して障がいに

関する理解や積極的な雇用を求めていきます。 

目標【2022 年度（平成 34 年度）】 現状【2013 年度（平成 25 年度）末】 

福祉施設の利用者のうち、就労移行

支援事業等を通じて一般就労に移行

する人が４人以上になっている。 

0 人 

 

 

【5】 『障がい者の住みよいまちづくり推進事業』 

課題 障がいのある人もない人も分け隔てられることなく、全ての人々

がその人らしく生きていくことをみんなで支え合うことができ

る共生社会の実現を目指します。 

取り組み 障がいのある人への理解を深める作品展の開催や、障がいのある

人、その家族、市民等による地域における自発的な取り組み、研

修、啓発を支援していきます。 

目標【2022 年度（平成 34 年度）】 現状【2013 年度（平成 25 年度）末】 

「逗子市障がい者福祉計画策定のた

めのアンケート調査（障がいのある

人以外対象）」において、こころのバ

リアフリーが推進されていると考え

る人の割合が 80 パーセント以上に

なっている。 

60.6 パーセント 

【2013 年度（平成 25 年度）調査】 
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⑤誰もが心豊かに子育てできるまち 

（逗子市子ども・子育て支援事業計画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１】 ★リーディング事業 

『子育てネットワーク構築事業』 

課題 社会情勢や地域、家庭を取り巻く環境の変化などにより、保育や

子育ての支援を必要とする児童や、子育てに不安や負担を感じて

いる保護者が増加していることから、子育てに関係する情報の一

元化、総合化を行い、子育て情報の提供を充実させ、幅広いニー

ズに対応できる体制を築く必要があります。 

取り組み 子育てに関するポータルサイト（※）を構築し、インターネットを

活用した情報の発信と収集を一元的、総合的に行います。 

子育てに関わる団体等が情報や課題を共有し、解決策を学び合う

場として「子育てに関わるネットワーク会議」を社協と連携しな

がら設置します。 

ポータルサイトとネットワーク会議を連携させることで、「子育て

ネットワーク」として総合的に子育て支援を推進します。 

 

 

◆理念 

急速な少子化の進行や、家庭や地域を取り巻く環境の変化、地域とのつなが

りの希薄化の中で、心豊かに子育てをするためには、子育てに対する不安や孤

立感を減らし、子育ての喜びを実感できることが必要です。子育てを親が主体

的に行えるよう、まち全体で子育てを応援し、住みなれた地域で安心して子ど

もを生み育てることのできる総合的な支援体制の充実をめざします。 

さらに、家庭環境や雇用形態の多様化などを踏まえ、家庭と地域や学校等が

相互に協力し、まちを生かした豊かな遊びと学びの環境を整え、すべての子ど

もが愛され信頼されることを通じて、次世代を担う子どもたちが、心身共にた

くましく生きる力と豊かな人間関係を培うことができるよう、地域と共に育む

まちづくりをめざします。 
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目標【2022 年度（平成 34 年度）】 現状【2013 年度（平成 25 年度）末】 

子育てに関するポータルサイトのア

クセス数が、2018（平成 30）年度

の年間アクセス数の 20 パーセント

増となっている。 

子育てに関するポータルサイトがな

い。 

 

 

【２】 ★リーディング事業 

『体験学習施設講座等事業』 

課題 子どもたちが地域社会でいきいきと活動できるよう、地域社会に

中高生を含む子どもの居場所を確保するとともに、自主的な活動

を支援することが求められています。 

取り組み 中高生については体験学習施設「スマイル」（※）を拠点に、さま

ざまな講座やイベント等の企画運営ができる「子ども委員会」を

設置し、子どもの居場所をつくります。また、実行委員会形式に

よる体験学習施設まつり等の企画運営を行います。 

目標【2022 年度（平成 34 年度）】 現状【2013 年度（平成 25 年度）末】 

逗子市体験学習施設「スマイル」の

主催講座の年間延べ参加者数が

2,000 人、年間延べ利用者数が

60,000 人になっている。 

開所されていない。 
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【３】 『子育て支援センター運営事業』 

課題 子育てについての悩みや不安のある人が気軽に相談ができるよ

う、身近な地域で相談できる場所や機会を拡充する必要がありま

す。 

取り組み 子育て支援センター（※）では、親子で遊び、他の親子とも交流し

ながら、誰もが気軽に相談できる仕組みを作るとともに、子ども

相談室や児童相談所等の関係機関と綿密な連携をとり、子育てに

ついての相談、情報の提供、助言などの援助を行います。 

目標【2019 年度（平成 31 年度）】 現状【2013 年度（平成 25 年度）末】 

     

年間 15,000 人が来所。 

子育てネットワーク構築事業と連携

した情報提供ができている。 

 

子育て支援センター来所者 

5,446 組 11,627 人 

小坪親子遊びの場（巡回相談） 

来所者 181 組 385 人 

沼間親子遊びの場（巡回相談） 

来所者 516 組 1,174 人 

 

【４】 『ファミリーサポートセンター運営事業』 

課題 乳幼児や小学生等がいる家庭の児童の預かりの援助を受けたい

者と援助を行いたい者が会員となり、ファミリーサポートセンタ

ー（※）が連絡調整を行い、地域における育児の相互援助活動を推

進しています。地域の保護者の要望に応えるために乳幼児、小学

生の一時預かりや病児・病後児の預かり等のニーズに対応できる

支援会員、両方会員の確保が必要です。 

取り組み ファミリーサポートセンター支援会員研修について、支援会員が

病児・病後児の預かりができるように研修会の開催方法、講義内

容や開催回数などの工夫を図ります。 

目標【2019 年度（平成 31 年度）】 現状【2013 年度（平成 25 年度）末】 

ファミリーサポートセンター支援会

員が 500 人になっている。 

病児・病後児預かりについて市民に

周知がされ、病児・病後児預かりが

できる支援会員が増えてきている。 

依頼会員 956 人 

支援会員 279 人 

両方会員（依頼会員かつ支援会員であ

る会員）169 人 

＊病児・病後児預かりは 2014 年度

（平成 26 年度）より開始。 
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【５】『子ども相談室運営事業』 

課題 社会状況が複雑化し、核家族化が進む中で、子育てに関する悩み

をひとりで抱える親に対する支援や、配偶者からの暴力、望まな

い妊娠等さまざまな問題に対応するために、各機関と更なる連携

をとる必要があります。 

取り組み 児童福祉法に基づく要保護児童対策ネットワーク会議を中心に

児童相談所や警察署、保健福祉事務所等と連携をとりながら対象

者へ寄り添う支援体制の更なる充実化を図ります。 

目標【2019 年度（平成 31 年度）】 現状【2013 年度（平成 25 年度）末】 

要保護児童対策ネットワーク会議を

中心としたさまざまな関係機関との

連携が今まで以上に充実し、対象者

への支援が組織的に行われている。 

要保護児童対策ネットワーク会議を

中心に対象者への支援を行っている。 

 

 

【６】『妊産婦・乳児訪問等事業』 

課題 妊婦や、出産後の母子のケアにおいて、子育てについての的確な

情報提供や養育環境の把握がますます必要となっています。 

取り組み 安全な妊娠・出産の確保、安心して子育てできる環境の確保及び

個人の健康状態に応じた支援環境の確保を目的として、妊娠期か

ら産後まで一貫した相談体制を整えます。 

目標【2019 年度（平成 31 年度）】 現状【2013 年度（平成 25 年度）末】 

保健師及び助産師がすべての乳児の

いる家庭を訪問し、相談に応じてい

る。 

保健師、助産師が訪問や相談に応じて

いる。 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

第２部 逗子市地域福祉計画・ 

逗子市地域福祉活動計画 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

みなさん初めまして！ 

わたしたちは、逗子市の広報キャラクターの

シズオと、逗子市社協のイメージキャラクター

のあゆむと申します。 

一人ひとりができることを、わたしたちと一

緒に考えていきましょう！ 

 

あゆむ シズオ 
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序 章 アンケート調査から導き出された課題 

 

計画策定にあたりアンケート調査を実施し、地域福祉に対する意識や現状に

ついて把握しました（アンケート調査結果の概要は 113 ページ 第３部 資料

編 第Ⅰ章 調査の概要 参照）。 

 

１ 日常生活について 

 

★自然環境が良いから！ ７～８割の人が「ずっと住みつづけたい」と感じて

います。 

 

 

 

 

★自分や家族の健康・老後のことに関する悩みが多くなっています。 

 

 

 

★悩みごとの相談は、家族や親族などの身内に頼っています。 

 

 

 

 

★買い物などの外出が「できない」・「できにくく」なっています。 

 

 

 

・永住の場としては恵まれた環境であることがうかがえます。 

・通学や通勤に便利な環境とは捉えられていないようです。 

・子どもの頃から地域との関わりを持ち、福祉活動などの機会を充実させることに

より、一時期は逗子市を離れても、将来的に戻って来たくなるような長期的な視

点に立ったまちづくりが求められています。 

 

・ライフステージごとにきめ細かく生活課題を捉え、あらゆる年代で潜在化する多

様・複雑な悩みを解決するための支援が求められていることが見受けられます。 

・相談先について「特になし」と回答した人は、性別でみると男性、家族構成別に

みると「ひとり暮らし」の割合が高いことから、このような人々に支援の手を差

し伸べることができるよう、地域における見守りや声かけのさらなる推進が必要

となっています。 

 

 

 

・関係団体等へのヒアリングでは、移動が困難な高齢者等への買い物支援が課題

として挙がっています。 

・移動支援サービスの充実とともに、公的な支援のみでは行きとどかない部分

を、地域の元気な高齢者やボランティアなどによる助け合いで補完する支援体

制づくりが必要となっています。 
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２ 地域での暮らしについて 
 

★近隣で見守り合う意識が高まっています。 

★子ども、高齢者、障がいのある人が地域で安心して暮らし続けるために、

「地域住民による見守り（あいさつ、声かけ）」が大切と感じています。 

 

 

 

 

★地域活動を通じてご近所と交流を図りたいと思っています。 

 

 

 

 

★参加の“きっかけ”が欲しい。 

 

 

 

 

★身近な地域での声かけも、ボランティアの一つです。 

 

 

 

 

・誰が支援を求めているのか、誰がどのように支援するのかを整理し、一人ひとり

の意識を活動へつなげる必要があります。 

・地域の仕組みと福祉・保健・医療等の専門機関との関わりが明確になると、活動

につながりやすくなります。 

 

 

 

 
・防災や減災活動は誰もが共通・共有できるテーマであり目的もはっきりしている

ため、参加や協力を求めやすい取り組みであることがうかがえます。 

・2004 年（平成 16 年）に実施した調査では、防犯・防災を地域の問題だと感

じている人の割合は 20%弱でしたが、今回の調査では 30％を超えており、防

災や減災活動を通じて地域の絆を強くする意識が高まりつつあります。 

 

 

 

 

 

 

・各年代で地域の助け合いが必要であると考える内容が異なるため、それぞれの年

代に合わせた地域活動の啓発が必要です。 

・子どもの地域活動の機会を提供することによりその親世代の参加を導くなど、あ

らゆる年代が気軽に参加できる活動を行うことで、多世代交流など二次的な効果

も期待できます。 

 

 

 

 

 

 

 

・“ボランティアは大変なこと”という先入観や固定概念を持っている人は、一般

的に多いようです。 

・活動情報の発信や活動機会の提供方法などの検討が課題となっています。 

・各世代に向けた適切な情報提供と多様な活動メニューの提供、そしてそれらを

支援が必要な人へ確実に結びつけるボランティアコーディネート機能の更なる

充実が求められています。 
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３ 災害時の対応について 

 

★災害時に自力で避難できますか？「できない」と回答した人が１割います。 
★災害時に備え、日ごろからの地域のつながりを求めています。 

 

 

 

 

 

４ 地域安心生活サポート事業と社協の活動について 

 

★地域福祉をけん引する担い手が必要です。 

 

 

 

 

 

・災害発生時に高齢者や障がいのある人、乳幼児を抱える世帯などを、誰がどの

ように支援するのか、具体的な安否確認や避難支援方法について地域で話し合

う場が必要になっています。 

・障がいのある人や介護が必要な人への対応は、避難訓練などによりあらかじめ

体験することで、緊急時のスムーズな支援が可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域安心生活サポート事業は、今後の地域福祉を支える核となる取り組みで

す。 

・社協は地域福祉を担う中心的な組織として、総合的な支援の更なる充実が求め

られています。 
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第Ⅰ章 地域福祉の推進に向けて   

 

★地域福祉計画（市）と地域福祉活動計画（社協）の一体的策定            

  

 市が策定する地域福祉計画は、地域における福祉サービスの適切な利用の促

進、社会福祉を目的とする事業の健全な発達、および地域福祉に関する活動へ

の住民の参加の促進に関する事項を定めたものであり、社会福祉法第 107 条

に規定されている要件を備えています。 

 

逗子市社会福祉協議会（以下、「社協」といいます。）は社会福祉法第 109

条において、地域福祉の推進を目的とする団体として位置づけられており、ボ

ランティア活動や福祉教育をはじめ、さまざまな活動を通じて、地域住民や福

祉活動団体等と協力し合い、地域の福祉活動を展開しています。 

社協の計画である逗子市地域福祉活動計画（以下、「地域福祉活動計画」と

いいます。）では、地域ごとの課題を諸団体とともに検討し、その解決をめざ

しています。 

 

したがって、市の計画である地域福祉計画と社協の計画である地域福祉活動

計画は「地域福祉の推進」という同一の目的を策定する計画です。 

 

そこで、地域住民の参画のもと、市と社協が車の両輪となり、地域や専門機

関とともにこの二つの計画を一体的に策定し、互いに補完し合い、連携しなが

ら地域福祉の推進を図っていきます。 
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★本計画の位置づけ 

 

第２部では、福祉プランの理念「共に生き、心豊かに暮らせるふれあいのま

ち」という将来像を実現するために、2015 年度（平成 27 年度）から 2022

年度（平成 34 年度）までの８年間における市と社協の具体的な取り組み方針

を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

≪ポイント！≫ 

地域福祉計画は、福祉プランを構成する個別計画のひとつであると同時に、他の個別

計画を横断的に捉えた計画であり、地域福祉活動計画と連携し、一体的に推進されま

す。 
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★体系図                                

 

目標 施策の方向性（施策決定の考え方） 施策（取り組みの内容）

　

　
【

第
２
節
】

　
　
　
互
い
に
支
え
合
う

　
　
　
　
　

人
づ
く
り

【第１項】
　地域の福祉力をアップします

　担い手の育成

　福祉教育の充実

【第１項】
　専門機関との連携により
　支援へつながる仕組みをつくります

　高齢・障がい・子育て分野等
　におけるネットワークとの連携

　権利擁護の推進

　生活困窮者の自立支援

　
【

第
３
節
】

　
　
　
互
い
に
支
え
合
う

　
　
　
　
　

環
境
づ
く
り

【第１項】
　地域における支え合いの
　ネットワークをつくります

【第２項】
　小学校区ごとの地域活動体制を
　つくります

　地域安心生活サポート事業
　　（お互いさま活動）の推進

　防災・防犯活動の推進

　
【

第
１
節
】

 
 
 

互
い
に
支
え
合
う

　
　
　
　
　

地
域
づ
く
り

　住民活動のコーディネート

　相談・援助の推進
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★地域福祉推進の階層イメージ図 

 

 
 

図の説明 

 

［全市域］ 

 市、社協、福祉施設等が包括的に対応します。 

 

［地域包括支援センター区域（市内３か所）］ 

 地域包括支援センター（56 ページ「知っておこう！その②」参照）が支援を

必要とする人の相談に応じます。 

 

［小学校区域（市内５か所）］ 

 市が推進する住民自治協議会（66 ページ「知っておこう！その③」参照）の

単位です。 

 

［自治会・町内会区域］ 

 2015 年（平成 27 年）３月末現在、76 の自治会があります。 
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第１節 互いに支え合う地域づくり                                

 

 

 体系図 

 

        

                  

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
第
１
節
】 

互
い
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り 

 

【第１項】 

 

地域における支

え合いのネット

ワークをつくり

ます 

 

【第２項】 

 

小学校区ごとの

地域活動体制を

つくります 

 

地域安心生活サポート事業 

（お互いさま活動）の推進 

 

防災・防犯活動の推進 

 

住民活動のコーディネート 

 

相談・援助の推進 

目標 
施策の方向性 

（施策決定の考え方） 
施策(取り組みの内容) 
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第１項 地域における支え合いのネットワークをつくります    

 

★施策の趣旨 

 

本市の高齢化率は 2014 年（平成 26 年）に 30％を超え、県内他市と比較

しても高齢化率の高さが際立っています。 

進行する少子高齢化や地域社会の変化により、今後は公的なサービスや福祉

施策のみで高齢者や子育て世帯、障がいのある人などが抱えるさまざまな生活

課題を支えることが難しくなることから、地域の中で互いに支え合い、助け合

う体制づくりを進める必要があります。 

そのためには、日ごろのあいさつ等による顔の見える関係づくりから、住民

相互の交流や話し合いなどを通じて、自らの地域を自ら住みよくしていく意識、

すなわち地域における支え合いのネットワークづくりが重要になります。 
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地域安心生活サポート事業 

（お互いさま活動） 

 

（１）地域安心生活サポート事業（お互いさま活動）の推進 

 

現状と課題 

 

○本市では、2009 年度（平成 21 年度）から、誰もが住み慣れた地域で安心し

て暮らし続けることができる地域をめざし、地域特性に合わせた住民主体によ

る地域のつながりや支援体制を構築していく「地域安心生活サポート事業（お

互いさま活動）」を実施しました。 

○今後、災害時に避難支援を必要とする人への支援（避難行動要支援者避難支

援）体制づくりや地域の包括的な支援・サービス提供体制（地域包括ケアシ

ステム）の構築において、地域安心生活サポート事業（お互いさま活動）で

築かれた、地域住民相互による支え合い体制の基盤に大きな期待が寄せられ

ています。 

○地域福祉を推進するためには、地域においてはそれぞれの実情に応じた“無理

のない範囲”での自立をめざし、専門機関（福祉・保健・医療等の専門機関）

においては情報や課題を共有化しつつ連携し、地域への支援体制を構築するな

ど、すべての人々がそれぞれの役割を果たし、互いに力を合わせる必要があり

ます。 

 

 

 

 

  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民、自治会・町内会、民生

委員・児童委員など 

活動サポート 

支 援 

お互いさまサポーター 

支援が必要な人 

社協 

 

逗 子 市 

見守り、簡単なニーズ対

応、買い物支援・生活情報

の提供など 
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◆地域安心生活サポート事業（お互いさま活動） 

 

 ひとり暮らし高齢者や障がいのある人、子育て世帯など、地域の中で見守り

や生活支援が必要な人に幅広く呼びかけ、個々の課題を把握するとともに、ボ

ランティア（お互いさまサポーター）を募集し、双方をつなぐことで、お互い

に困っている時に助けあえる関係づくりを構築する取り組みです。 

 

 

◆お互いさまサポーター・サポーターチームのさまざまな取り組み 

 

当事業では、各地区において、お互いさまサポーターやサポーターチームが、

支援が必要と思われる人に対し、適切な支援を行っています。 

  

≪取り組み事例≫ 

①見守り活動…個々のケースに応じて、訪問や電話による安否確認などを行

っています。 

②福祉協力店の紹介…日常生活用品等の宅配店の情報を提供しています。 

③簡単なニーズ活動…電球の付け替えや、樹木の伐採など、日常生活のちょ

っとしたお手伝いを行っています。 

④生活情報の提供…タイムリーな生活情報、相談機関やサロン開催のお知ら

せなどの情報をまとめた広報誌を発行し、お届けしています。 

⑤知り合う場の提供…さまざまなイベントを開催し、地域の人が集まる場を

提供しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

※2015 年（平成 27 年）３月末現在のお互いさまサポーター登録者数４６８人。 

2015 年度（平成 27 年度）から、『見守りサポーター』は『お互いさまサポータ

ー』に名称が変わります。 

電球の付け替えを行うサポーターの様子 福祉協力店パンフレット 
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①見守り体制の整備 

 

現状と課題 

 

○高齢者や障がいのある人が安心して生活を送り、子どもの健やかな成長を育

むことは、地域共通の課題であり、そのためには地域の人々による見守り活

動は有効な手立てとなります。 

○市、社協はもとより、高齢者の総合相談窓口である地域包括支援センターや

自治会・町内会、民生委員・児童委員、関係機関などが連携し、生活支援が

必要な人と地域のつながりを深めるとともに、地域が主体的に取り組む見守

り体制の構築を支援する必要があります。 

 

 

それぞれの取り組み  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

わたしたちに 

できること 

○互いに日ごろからあいさつや声かけを行いましょう。 

○特に、ひとり暮らし高齢者や障がいのある人、子育て世帯な

どへのあいさつや声かけを積極的に行いましょう。 

○近隣に買い物支援など、日常生活の手助けが必要な人がいな

いか、気にかけましょう。 

○お互いさまサポーター活動に積極的に参加しましょう。 

社協の取り組み 

○活動の立ち上げ支援と全市域への拡充 

○自治会・町内会との連携、協力による活動推進及び継続支援 

○民生委員・児童委員、関係機関との連携 

○活動情報の収集、発信 

市の取り組み 

○活動の普及・啓発 

○自治会・町内会、民生委員・児童委員、関係機関との連携 

○活動情報の収集、発信 

○社協との連携、協力 
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お互いさまサポーターチーム一覧 

2015 年（平成 27 年）３月末現在 

地区 地 域
サポーター
チーム名

地区 地 域
サポーター
チーム名

1 逗子３～４丁目地区 お互いさま逗子３・４ 16 山の根自治会地区 お互いさま山の根

2 下桜山交友会地区 お互いさまさくら茶屋 17 山の根親交会地区 お互いさま松本谷戸

3 桜山1丁目地区 桜山1丁目自治会 18 久木連合町内会地区 お互いさま久木

4 新宿地区
新宿ついでついで

チーム
19 小坪区会地区 お互いさま小坪

5 沼間１丁目地区
沼間１丁目

災害時みまもり隊
20 光明寺団地地区 お互いさま光明寺団地

6 沼間２丁目地区 東逗子海光町内会 21 逗子南ヶ丘団地地区 お互いさま逗子南ヶ丘

7
沼間２丁目

マイキャッスル地区
お互いさま

マイキャッスル
22 池子区会 お互いさま池子

8 沼間３丁目地区 お互いさま沼間三 23 東逗子第二団地 お互いさま東逗子第二

9 アーデンヒル地区
お互いさま

アーデンヒル
24 東逗子第一団地 チーム「まごの手」

10 沼間４丁目地区
お互いさま・
サロンぬまま

25 アザリエ第一自治会地区
アザリエ第一・

お互いさま

11 沼間６丁目地区 お互いさま・あずま 26 アザリエ第二自治会地区
アザリエ第二自治会内

サポーター

12 グリーンヒル地区
お互いさま

グリーンヒル

13 桜山３丁目地区 お互いさま桜山向原

14 桜山５丁目台山地区 つくしサポーターズ

15 桜山５丁目番合谷戸地区 お互いさま番合谷戸

小
坪
小
学
校
区

池
子
小
学
校
区

沼
間
小
学
校
区

逗
子
小
学
校
区

久
木
小
学
校
区
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【地域安心生活サポート事業の取り組み事例】 

お互いさま小坪（小坪区会地区） 

 

2009 年度（平成 21 年度）に「地域安心生活サポート事業」のモデル地区

として、社協、民生委員・児童委員、地域のボランティアが中心となり立ち上

げました。2011 年度（平成 23 年度）からは、支援が必要な人の把握を進め

るため、「支援マップ」を各丁目ごとに作成し、支援マップができた地域から

見守り・声かけ活動を開始しました。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇見守り 

 ・訪問 

・外観から（「気にしておく」） 

◇「ちょっとした手伝い」 

 ・家具の移動 

 ・ゴミ出しの手伝い etc 

個別支援 

清光会 
包括 C 

連携 

市介護保険課 

在宅介護支援 C 

Etc・・・ 

◇買物支援 

 ・宅配店リストの配布 

＜オブザーバー＞ 

≪利用者の声≫ 

登録してたすかりました♪ 

お互いさま小坪利用体験談 

 

 夫と母が亡くなり、ひとり暮らしが

長くなっていました。ある日帰宅した

ら玄関の鍵が開かなくなっていたた

め、サポーターにＳＯＳ。 

建具を扱うのが得意なサポーターが

来て開けてくれました。修理をしなけ

ればと思っていたのですが、応急処置

をしてもらいました。このような突然

の事に対応してもらえることが心強い

です。 

 

 小坪地区は隣近所とのつな 

がりが深い地域ではあります 

が、ひと昔前と比べると、関 

係性が少しずつ希薄になって 

きているように感じます。 

 情報誌を届けながら安否を 

確認させてもらったり、ちょっとした

ついでに困りごとの対応に伺ったりす

ることで、不安や困りごとを抱えた方

が少しでも安心して暮らして頂けたら

幸いです。 

≪お互いさまサポーターの声≫ 

安心安全な地域のため♪ 

お互いさま小坪サポーター 

サロンの開催 

●住民相互の交流 

●地域でくつろげる場の提供 

●相談できる場の提供 

●ニーズの把握 

交流の促進 

個別対応へ発展 

個別支援 

「小坪茶屋」を年数回開催 小坪小学校祭りでの活動啓発 

●見守り 

 

 
●簡単なお手伝い 

●買い物支援 
(宅配店舗リストの配布) 

助け合える 

関係づくりの醸成 

 

高橋 貞さん 
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◆『民生委員・児童委員』って誰？ 

 

民生委員とは、「民生委員法」に基づき、住民が住み慣れた地域で安心

して暮らしていくため、地域の身近な相談相手となるとともに、支援を必

要とする人と関係機関とをつなぐパイプ役を務めています。また、民生委

員は、「児童福祉法」に基づき、児童及び妊産婦の福祉向上のため、必要

な相談と援助などを行う児童委員を兼ねています。 

民生委員・児童委員は、地域福祉活動を進めるうえで大きな役割を担っ

ています。少子高齢化や核家族化、地域のつながりの希薄化など、住民を

取り巻く環境が大きく変化する中、その活動は多岐にわたっています。 

 

  

 

◆『お互いさまサポーター』って誰？  

     

 お互いさまサポーターは、社協に登録されたボランティアです。 

 お互いさまサポーターチームは、自治会・町内会の役員を中心に構成さ

れたチーム、ボランティアとして構成されたチーム、サロンの開催を中心

に活動しているチーム等、地域によってさまざまです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っておこう！その① 

 

困りごとがあればぜひ、お住まいの地域のお互

いさまサポーターにご相談ください！ 
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≪懇話会メンバー≫ 

逗子市民生委員児童委員協議会 若菜 敏孝 

 

近年、少子高齢化の更なる進行を背景として、高齢者は 

もちろん児童、障がいのある人等を取り巻く社会の構造が 

大きく変化しています。このような状況のなかで「逗子市 

地域福祉計画・逗子市地域福祉活動計画」は、福祉サービ 

スを必要とする住民が、地域社会を構成する一員として主 

体的に日常生活を営むことができ、さまざまな活動に参加できるように

するのが目的です。このプランを実現するためには地域における関係者

や各種団体のつながり、ネットワークにより地域福祉活動を強化してい

く必要があります。この基盤となるのが地域の人々であり、お互いに助

け合い、支え合うという“心“が必要になるものと考えます。 

 私たち民生委員・児童委員は、誰もが安心して暮らせる福祉社会の実

現のため、関係機関、地域の方々と手をとり合い、住民の身近な相談相

手として支援をしていきたいと思っています。 

 

 

 

≪懇話会メンバー≫ 

逗子市育児サークル連絡協議会 西方 佳子 

 

地域での協力体制の構築は、当初想像しにくいもの 

ではありましたが、「お互いさま」という言葉に象徴 

される地域協力と捉えると、明るい未来が見えてくる 

ように思います。 

私自身、乳幼児を抱えて、四苦八苦していた時、話を聞いてくれる母

親学級の友人がいただけで、気分が晴れやかになりました。気難しい長

男は、抱っこしていないと泣き出すことが多く、友人の家に行くと上げ

膳据え膳、私一人だけ何も出来ない時が続いた時は、何でうちの子だけ

泣くのだろうと悩んだものでした。後で思い返せば、そのような時期は

一時のもので、ご近所の方、育児サークルや学校の友人など、色々な方

に本当にお世話になり、楽しく子育てが出来ました。 

 今、思い返せば、幸せな時間だったと思いますが、周りの人が、少し

ずつ手を差し伸べることで、更に充実した子育てをすることが出来ると

思います。幸い逗子市は、穏やかな風土と同じく心優しい方が多いよう

な気がします。時間はかかるかもしれませんが、市と地域が一体とな

り、豊かな街となってゆくことを祈っています。 
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② サロン（集いの場）の拡充 

 

現状と課題 

 

○日ごろから地域で見守り、支え合う関係性を築くためには、互いの信頼関係

を築くことが大切です。 

○サロンの開催は顔の見える関係づくりの場として非常に効果的な機会となり

ます。情報交換にとどまらず、支援が必要な人の安否確認や、ニーズ把握の

機会となるほか、個々のケースが実際に生活支援や専門機関等へとつながる

など、その機能は拡充しつつあります。 

○大人も子どもも、さまざまな困難を抱える人も、誰もが気軽に立ち寄り、ふ

れあう交流の場となるサロンづくりを推進するとともに、健康づくりや介護

予防の場としての更なる機能の拡充が求められています。 

 

 

それぞれの取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたしたちに 

できること 

○サロンへ積極的に参加しましょう。 

○地域で誰もが立ち寄れるサロンを作りましょう。 

○ひとり暮らし高齢者や障がいのある人、子育て世帯などに、

サロンへの参加を呼びかけましょう。 

社協の取り組み 

○サロンの全市域への拡充 

○サロン活動団体への支援 

○情報交換会の実施 

○情報の提供、発信 

市の取り組み 

○サロン活動の普及、啓発 

○情報の提供、発信 

○健康増進情報を提供するため、サロンでの出前講座の開催 

○「ふれあい活動」（※）の一環としての推進 
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≪市内サロン一覧≫ 

2015 年（平成 27 年）３月末現在 ２６か所  

  

学区 地区 場　所

① ご近所ひろばin逗子地区
交流センター駐輪場
山上輪業向い

③ おいでサロン 新逗子駅南口医療センター後方

新宿 ④ ふれあいサロン新宿 新宿会館

新宿 ⑤ ランチの会《75歳以上の一人
暮らしで歩いて来られる方》

新宿３-６-35松汀園近く

下桜山 ⑥ さくら茶屋deお茶処 下桜山地区の公園等にて

⑦ サロンぬままさん 沼間会館

⑧ サロンぬまま レスト・ヴィラ東逗子

⑨ ふれあいサロンアーデンヒル アーデンヒル自治会館

⑩ ティールームグリーンヒル グリーンヒル自治会館

⑪ ティールームつくし 県営桜山団地集会所

⑫ サロン番合谷戸 福祉会館

上桜山 ⑬ サロン桜山向原 桜山生協２階

⑭ サロン久木 久木会館

⑮ ふれあいサロン桜 逗子ハイランド自治会館

⑯ 寄り道サロントーテムポール 山の根踏切付近

⑰
山の根
子育てママのきらきらサロン

たっちゃんち

⑱ 松本谷戸サロン 山の根親交会館

⑲ ご近所サロンこつぼ 小坪公民館

⑳ ご近所サロン大谷戸 小坪大谷戸会館　

㉑ ご近所サロンこだま 小坪大谷戸会館

㉒ サロンお互いさま 池子会館

㉓ てぃーるーむ篠 池子会館

まごの手サロン

まごの手劇場

㉖ サロンアザリエ第二 アザリエ学校前公園

久木

山の根

久
 

木

小坪
小
 

坪

逗子

逗
 

子

沼
 

間

沼間

② 桜逗会館サロン 桜逗会館

サロン名

池
 

子
池子 ㉔ サロンとまり木 東逗子第二団地集会所

㉕ 東逗子第一団地集会所
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【介護予防を目的としたサロンの事例】 

 サロンお互いさま（池子地区） 

 

 池子地区では、地域のボランティアを中心に趣向を凝らした内容で積極的に

サロン活動を実施しました。それは、交流のためのお茶飲みにとどまらず、高

い企画力で高齢者の介護予防にも力を注いでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪利用者の声≫ 

登録してたすかりました♪ 

お互いさま池子利用体験談 

 

 

 

≪お互いさまサポーターの声≫ 

安心安全な地域のため♪ 

お互いさま池子サポーター 

 

 

 

 

池子へ引っ越す際、足が不自由なため、

電球やカーテンレールを取り付けることが

できずに困っていました。介護保険もま 

だ申請中のため途方に暮れていたところ、

お互いさま池子を紹介していただきまし

た。すぐに対応してくださり、引っ越しに

間に合いました。 

 このようなサポートをしてくださる方が

いらっしゃるということは本当に心強いこ

とです。新しい場所への不安が軽減されま

した。 

 

 

 

池子地区には、困りごとは自分 

や家族間で解決するという地域性 

があることから、ボランティアが 

何を担っていくのかが課題でした。 

地域安心生活サポート事業を通 

じてサロンの位置づけを明確にす 

ることにより、地域の支え合いの輪を育んでき

たように感じます。毎週１回、サロンを楽しみ

にしている方がいらっしゃいます。その中で見

えてくるニーズもあり、介護予防としての役割

はもちろん、地域での困りごとにも対応できる

人間関係を構築しつつあると思います。 

 

おしゃべり 
 

お弁当 
 
 

手芸・工作 
 

お茶飲み 
 

サロンお互いさま 

クイズ 
 

体操・歌 
 

地域で交流する場の提供 介護予防のための企画 

地域の高齢者の把握 

元気な高齢者の支援 

サマースクールで中高生とのふれあい 週１回サロンを開催 

 地域住民が 

顔なじみの関係に! 

 助け合い 支え合い 

さらなる拡大 

地域で元気に暮

らしていくために! 

 

 
柏村 宗巨さん 
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◆『地域包括支援センター』って何？ 

 

地域包括支援センターは、介護予防ケアプランを作成するほか、市・医

療機関・サービス提供事業者などと協力しながら、地域の高齢者のさまざ

まな相談に対応する総合的な役割を担っています。 

 

≪事業内容≫ 

①高齢者やその家族、地域住民からの介護や福祉に関する相談への対応、

支援 

②介護予防ケアプランの作成、介護予防事業のマネジメント 

③ケアマネジャーへの支援やネットワークづくり 

④高齢者に対する虐待の防止やその他の権利擁護事業  

                        

現在の市内２か所（逗子市社協地域包括支援センター、清光会逗子市地

域包括支援センター）から 2016 年度（平成 28 年度）には３か所目の設

置を予定しています。 

 

 

◆『地域包括支援センターとサロン活動』〜介護予防の視点から〜 

 

地域包括支援センターでは、サロンに出向き、認知症予防の講座や介護

保険制度の説明、消費者被害防止の啓発などを行っています。また、出張

相談窓口を設置することもあります。 

サロンの主催者が参加者の変化に気づき、出張相談窓口に情報を提供し

たことにより、迅速な支援につながった事例等もあり、地域包括支援セン

ターがサロン活動に関わることにより、地域住民の心配ごとや気づきが、

公的な支援や見守り活動に速やかにつながるメリットがあります。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っておこう！その② 
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「サロンお互いさま（池子地区）」のような、

介護予防や健康づくりを目的とした集いの場を 

増やしましょう！ 

≪懇話会メンバー≫ 

山の根自治会 龍村 敦子 

 

逗子市内でこのようにたくさんの高齢者サロンが開催さ 

れる時代が来ると誰が想像したでしょうか。これらのサロ 

ンは言うまでもなく介護保険によるデイサービスとは違い、 

住民自らが企画運営しています。どのサロンも賑わってい 

ると思います。来年も賑わうでしょう、5 年後はどうでしょう、10 年後は…。今

サロンを企画運営しているスタッフが 10 年経った時、スタッフでいられるとはか

ぎりません。サロンは地域福祉活動の重要な柱の一つです。現在の運営スタッフが

10 年後に安心して地域福祉活動に身を委ねられるような仕組みを作りはじめたい

と思っています。  

                                  

 

 

≪懇話会メンバー≫ 

池子区会 増田 勝頼 

 

地域の代表という気持ちでこれまでの懇話会に参加 

させていただきました。今後ますます高齢化が進行する 

逗子市においては、自治会・町内会や住民ができること 

と、専門機関の手を借りなければできないことを考え、 

さまざまな側面から安心して暮らせる地域を構築する必要があると思いま

す。地域でも社会的に孤立した人が多くいらっしゃいます。自身の病気、親

の介護、子育て等、周囲の助けが必要な時があります。その中で『居場所』

としてのサロンは重要になっています。顔の見える関係づくりを構築できる

場であるサロンを作ることができるのは地域住民だけではないでしょうか。

この計画に期待を込めて、この地域（町内会）にいて良かったと感じられる

ような地域づくりをめざしたいです。 
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（２）防災・防犯活動の推進 

現状と課題 

 

○高齢者や障がいのある人等を狙う悪質商法や、子どもを巻き込む事件など、

住民の安全を脅かす犯罪は複雑かつ多様化しています。 

○また、東日本大震災後には、災害時においては地域住民一人ひとりが助け合

いの意識を持って行動することが重要であることは、誰もが認識するところ

となっています。 

○日ごろから、見守りやサロン活動を通じて防災・防犯意識を高めるとともに、

地域の人は地域で守ることを意識し、地域住民が互いに話し合い、活動する

機会の充実が必要です。 

○市、教育機関、地域包括支援センター、民生委員・児童委員、消防団、警察

などが協力し、適切な情報提供及び共有化に取り組み、関係機関との連携を

強化するとともに、近隣相互の交流や地域での見守りを通して、防犯や災害

発生時にも対応できる地域づくりが求められています。 

 

 

【避難支援を必要とする人の支援体制のイメージ図】 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難支援を必要とする人 

『地域の人は、地域で守る』 

平常時 

①災害時の対応確認 

②声かけ 

③見守り 

災害発生時 

①情報伝達 

②安否確認 

③避難支援 

地域のさまざまな人と人とのつなが

りにより、平常時・災害発生時を通

じた支援体制づくり 
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それぞれの取り組み 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

   

 

 

 

わたしたちに 

できること 

 

○防災・防犯に関する情報に関心を持ちましょう。 

○見守り活動や避難訓練、防犯パトロールなどの地域の防災・ 

  防犯活動に積極的に参加しましょう。 

○通学時の子どもたちを見守り、安全に気を配りましょう。 

○悪質商法や振り込め詐欺に遭わないよう注意しましょう。 

○災害時の備えについて、日ごろから家族や地域で話し合いを

しましょう。 

○近隣の支援を必要とする人の災害時の避難支援について考え

ましょう。 

 

社協の取り組み 

○地域で防災・防犯について話し合う場づくり 

○地域の安否確認や見守り体制整備の支援 

○逗子市避難行動要支援者避難支援計画の地域への周知 

○避難支援を必要とする人の支援に係る地域の主体的な取組み

の支援 

○災害救援ボランティアセンター（※）の設置運営訓練の開催 

市の取り組み 

○地域で防災・防犯について話し合う場づくり 

○防災・防犯意識の啓発 

○防災・防犯に関する情報提供 

○地域における自主防災・防犯活動の推進 

○避難支援を必要とする人の支援に係る地域の主体的な取組み

の支援 

○小学校区避難所運営委員会と自主防災組織（※）の連携強化 
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自治会のお互いさまサポーターに『人工呼

吸器をつけている息子を停電の際には助けて

ください。』とお願いしたことで、東日本大震

災発生時に助けていただきました。 

不安になったとき、何をして欲しいかを言

葉に出したおかげで、さまざまな人の手助け

を得ることができ、一歩前に出ることの大切

さを知りました。お互いさまサポーター並び

に関係者の皆様に心から感謝しています。 

 
 

  

歳を重ねるにつれて、困りごとは増えてい 

きます。お互いさま活動は『ひとりでも安心』 

の地域をめざし、みなさんが『お互いさまサ 

ポーター』になる事業です。そして、『助けら 

れ上手』も育てる事業です。『助け上手』は山 

ほどいるけれど、『助けてね』と手を挙げる人 

は少数です。手を挙げることで不安がなくなる 

かもしれません。困りごとがあれば、ぜひお互 

いさまサポーターに相談してみてください。 

（お互いさまサポーター 曽我 龍一さん） 

 

【自治会とサポーターが連携した事例】 

山の根自治会 

 

 山の根自治会では、地震や風水害など、災害時において組織的に対応できるよう、

さまざまな取り組みが行われています。また、2005 年度（平成 17 年度）から久木

小学校に通学する児童の登下校時の安全のために、児童の見守り活動を行っています。 

 さらに、「お互いさま山の根」と連携し、災害時にひとりで避難することが困難な

人への支援体制づくりを進めています。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪利用者の声≫ 

『助けて』と声に出すこと・・・ 

 サポーターは受け止めてくれました 

≪お互いさまサポーターの声≫ 

ひとりの困りごとはいつかの 

自分の困りごとと捉えましょう 

逗子市総合防災

訓練の際、自治

会関係者とお互

いさまサポータ

ーが避難支援を

必要とする人の

安否確認と、避

難訓練を行って

います。 

●避難路の整備 

●避難所訓練 

●防災訓練 

●児童見守り活動 

 

 

 

山の根自治会の防災・防犯活動 

 

●見守り・安否確認 

●サロンの開催 

●お互いさまマップ作成 

●ケース会議の開催 

 

 

 

 

お互いさま山の根の活動 

 

  

連 携 
登校時と下校時に、地域

の方々が見守り活動を行

っています。 
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◆『逗子市避難行動要支援者避難支援計画』って何? 

 

災害発生時またはその恐れが高まった時に、高齢者や障がいのある人など、自

ら避難することが困難な人に対し、必要な情報伝達、避難誘導及び避難支援を迅

速かつ適切に行うためには、地域の力が必要です。 

そのため、市では、日ごろからの地域のさまざまな人と人とのつながりを基盤

とした、災害時の避難支援体制づくりをめざす「逗子市避難行動要支援者避難支

援計画」（以下、「計画」という。）を 2014 年（平成 26 年）3 月に策定しまし

た。 

この計画は、避難支援を必要とする人を本人同意に基づいてあらかじめ特定

し、誰が支援し、どこに避難させるか等を決めて、その情報を共有することによ

り、いざという時に地域の中で安否確認や避難支援などが迅速に行える体制づく

りをめざすものです。 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っておこう！その③ 
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山の根自治会は、地域の安全・安心・福祉の

まちづくりを自治会が主体的に行っています。    

 みなさんの地域でも、自治会とお互いさまサ

ポーターとの連携による地域に根差した活動を

めざしましょう！ 

 

 

≪懇話会メンバー≫ 

逗子災害ボランティアネットワーク  

北川 祐子 

 

災害発生時の「想定外」を、どうしたら乗り越 

えることが出来るか？私達の活動のテーマに対す 

る答えは、日ごろからの「顔の見える関係作り」 

だと思っています。当計画において述べられてい 

るように、自治会だけでなく、すでに盛んに行われているサポーター活

動等の各ボランティアとの連携により、福祉の助けを必要としている人

にも情報が行き届き、暮らしやすい環境が作られると思います。 

 

 

                                  

 

 

≪懇話会メンバー≫ 

逗子市手をつなぐ育成会 中野 由美子 

                                  

私には重度の知的障がいがある 33 歳の娘がいます。 

親の会に入会して初めて、地域や福祉について考える 

ようになりました。これまで多くの仲間や支援者と出 

会い、支えられ、活動してきました。今回この計画策 

定に際し、声を上げることができない本人たちの代弁 

者として、また障がいのある人を支える家族としての想いを伝える機会を

与えていただきました。障がいのある人もその人なりに懸命に生き、住み

慣れたこの街で暮らし続けたいと願っています。しかし、障がいがあるた

めにさまざまな困難があり、福祉制度や家族で支えるにも限界がありま

す。その足りない部分を地域における支え合いで埋めていきたい。そのた

めには、互いに助け合う地域とのつながりを作っていくことが大切だと強

く感じています。 
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第２項 小学校区ごとの地域活動体制をつくります        

 

★施策の趣旨 

 

 地域ごとの特性を活かしたニーズ把握の仕組みや、ニーズへの即応体制づく

りを基盤としながらも、各種活動を更に充実・活性化するために、５つの小学

校区ごとの活動をコーディネートするとともに、相談・支援体制づくりを進め

ます。 

 また、地域内で解決困難な福祉・環境・市民活動などのさまざまな課題を小

学校区内の連絡会等において検討する仕組みをつくります。 
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（１）住民活動のコーディネート 

  

現状と課題 

 

○地域福祉の推進には、住民による主体的な活動と、市や福祉・保健・医療等の

専門機関やボランティアなどの多様な主体が、連携しながらそれぞれの役割を

果たしていくことが大切です。そのためには、地域課題やニーズを市や専門機

関等へ橋渡しをする調整役が必要です。 

○社協は、「地域安心生活サポート事業」で培ったノウハウを活用し、地域福祉

のコーディネート機能を更に充実させ、適切な課題の解決へとつなげていく必

要があります。 

 

それぞれの取り組み 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社協の取り組み 

○地域課題を話し合う場づくり 

○課題解決に向けた支援及び地域ケアの体制づくり 

○専門機関等とのネットワークづくり 

○住民活動の継続支援 

○課題・ニーズ解決へのコーディネート 

市の取り組み 

○小学校区ごとの地域担当職員（※）の配置 

○地域情報の収集と関係づくり 

○住民自治協議会への情報提供・助言等 

 

≪懇話会メンバー≫ 

神奈川県鎌倉保健福祉事務所 重松 美智子 

 

「住み慣れたこの逗子に住み続けたい。そのために 

できることをしているだけよ。お互い様よ。」と多くの 

方からお話を聞かせていただきます。皆様のこの思いが 

逗子市の住民活動を盛り上げているのだと感じておりま 

す。 

一人ひとりの思い、行動力はとても貴重であり、地域を動かす原動力になり

ますが、継続していくこと、活動の広がりを持たせることはかなりのパワーを

要します。 

地域で「点」と「点」で活動している住民の方の力を掘り起こし、それぞれ

の個性や独自性を活かしながら、お互いの違いを認め合い、地域住民同士で支

え合うための橋渡しをする社協の「コーディネート機能」に期待すると共に、

ますます住民活動が活性化することを楽しみにしております。 
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◆社協の「生活支援コーディネーター」 

 

介護保険制度の改正により 2015 年度（平成 27 年度）から開始する、医

療・介護・予防・住まい・生活支援を一体的に提供する地域包括ケアの仕組み

づくりにおいて、社協は市から生活支援コーディネート業務を受託し、市民と

生活支援サービスを担う多様な関係団体等とをつなぐ橋渡し役を担います。担

当制による生活支援コーディネーターを配置し、地域安心生活サポート事業に

より醸成されたお互いさま活動を基盤に、住民が自ら積極的に生活支援の担い

手となって、支援が必要な高齢者を支える社会の実現をめざします。 

 

 

 

  

 【基本方針Ⅰ】 

住み慣れた地域で安心して暮
らせるまちづくり 

【基本方針Ⅱ】 

介護が必要になってもできるだ
け在宅で生活できる介護基盤づ
くり 

いつまでも元気に暮らすために･･･

生活支援・介護予防

住まい

地域包括ケアシステムの姿

※ 地域包括ケアシステムは、おおむね
３０分以内に必要なサービスが提供さ
れる日常生活圏域を単位として想定

■在宅系サービス：
・訪問介護 ・訪問看護 ・通所介護
・小規模多機能型居宅介護
・短期入所生活介護
・24時間対応の訪問サービス
・複合型サービス
（小規模多機能型居宅介護＋訪問看護）等

相談業務やサービスの
コーディネートを行います。

■施設・居住系サービス
・介護老人福祉施設
・介護老人保健施設
・認知症共同生活介護
・特定施設入所者生活介護

等

日常の医療：
・かかりつけ医、有床診療所
・地域の連携病院
・歯科医療、薬局

老人クラブ・自治会・ボランティア・NPO 等

・地域包括支援センター
・ケアマネジャー

通院・入院
通所・入
所

病院：
急性期、回復期、慢性期

病気になったら･･･

医 療 介護が必要になったら･･･

介 護

■介護予防サービス

⑤高齢者の多様な住まい方の充実 

②生きがい・介護予防施策等の推進 

③認知症施策の推進 

④介護保険サービスの充実 

 

 

  資料「逗子市高齢者保健福祉計画」より抜粋 

 

◇見守り 

 ・訪問 

・外観から（「気にしておく」） 

◇「ちょっとした手伝い」 

 ・家具の移動 

 ・ゴミ出しの手伝い etc 

個別支援 

清光会 
包括 C 

連携 

市介護保険課 

在宅介護支援 C 

◇買物支援 

 ・宅配店リストの配布 

＜オブザーバー＞ 

①地域包括ケア体制の推進 
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◆『住民自治協議会』って何? 

 

住民の相互の連携および協力のもと、 

地域の課題解決および地域の個性や実情 

に応じた地域づくりを目的として、住民 

が主体となって設立する組織をいいます。 

市では地域の皆さんとともに、５つの 

小学校区ごとの協議会の設立をめざして 

います。 

 

 

 

 

 

◆５つの小学校区と３か所の地域包括支援センターとの連携 

 

 小学校区には、地域福祉のコーディネーターを配置し、地域活動の支援や住

民と関係機関とのネットワークづくり等、積極的なアウトリーチ（※）を行いま

す。 

 それぞれの小学校区における地域課題や個別の問題等は、必要に応じ、地域

包括支援センターにつなぎ、課題検討・解決を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っておこう！その③ 
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（２）相談・援助の推進 

  

現状と課題  

 

○ライフステージごとにきめ細かく生活課題を捉え、あらゆる年代で潜在化す

る多様かつ複雑な悩みを解決するための支援が求められています。 

○早い段階で困りごとに気づき、支援につなげていくには、近隣による見守り

や声かけを活発に行うとともに、身近な地域で気軽に相談できる場が必要で

す。そして、地域からの情報を漏れなく把握し、適切に必要なサービスや専

門機関等へつなぎ、サポートしていく重層的な相談支援の仕組みが必要とな

っています。 

 

 

それぞれの取り組み 

 

 

（★）身近な相談窓口とは…？ 

市、地域包括支援センター、障がい者相談支援事業所、（仮称）こども発達支

援センター、子育て支援センター、児童相談所、保健所、社協、民生委員・児童

委員などをいいます。 

わたしたちに 

できること 

○気軽に相談できる近隣関係をつくりましょう。 

○困りごとや悩みごとをひとりで抱え込まないようにしましょ

う。 

○近隣に困りごとを抱えた人がいたら、身近な相談窓口（★）に

つなぎましょう。 

○相談機関等に関する理解を深めましょう。 

○支援が必要な方へ、福祉サービス等の情報を提供しましょう。 

社協の取り組み 

○ワンストップとアウトリーチによる総合相談体制の強化 

○相談支援体制の周知徹底 

○他機関の相談窓口との連携 

○相談援助技術の向上 

市の取り組み 

○相談支援体制の拡充・充実と情報提供 

○既存相談事業との連携 

○行政関係課相互の横断的な連携強化 

○総合的な福祉情報の提供 
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◆社協の総合相談体制 

 

社協では、個別事例への直接的な支援と安心安全なまちづくりの推進の二つ

の機能を、自治会等住民活動や専門機関との連携により統合しながら、ワンス

トップとアウトリーチによる「総合相談体制」を展開しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉のアンテナ 

ワンストップのインテーク 

 

 

 

 

 

≪総合相談チーム≫ 

・社会福祉士 

・精神保健福祉士 

・介護支援専門員 

・保健師      等 

 

◆課題解決に向けた具体的なマ

ネジメント 

関係機関（※）へ支援要請 

 

（※） 

・地域包括支援センター 

・障がい者相談事業所 

・居宅介護支援事業所 

・お互いさまサポーター 

・行政機関        等 

 

≪課題解決に向けて≫ 

１．定例的な事例検討 

２．ネットワークの構築 

３．情報の提供、発信 

４．行政機関等への提言 

 

 

重 篤 性 ・

重 層 性 な

課題等 

≪懇話会メンバー≫ 

社会福祉法人 神奈川県社会福祉協議会  

野地 郁年 

 

一般的に「総合相談」というと、市役所の総合案内や、 

専門職による対応を含めた相談窓口と捉えられていますが、 

社協のめざす「総合相談」は、住民一人ひとりの個別の問 

題を地域の課題として捉え、地域で解決・予防できるまち 

づくりを、住民と関係機関・団体と連携して取り組むもの 

であり、地域福祉の推進そのものであるといえます。 

逗子市社協が推進する、自治会等によるお互いさまの地域づくりやボランテ

ィアセンターによる福祉のまちづくりと、各種在宅福祉サービスや相談援助事

業などの直接的な個別支援事業を統合化し、専門職や各種サービス提供者と連

携することによって、生活問題の予防、早期発見・早期解決をはかり、誰もが

安心して暮らせる地域づくりをめざすものです。 

キーワードは「つながり」、人と人、人とサービスや資源、サービスや資源

どうしの「関係性」をつくっていくことがポイントであり、社協は「つなが

り」づくりの「コーディネーター」です。 
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 第２節 互いに支え合う人づくり                    

 

体系図 
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【第１項】 

 

地域の福祉力を

アップします 

 

福祉教育の充実 

 

担い手の育成 

目標 
施策の方向性 

（施策決定の考え方） 
施策(取り組みの内容) 
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第１項 地域の福祉力をアップします              

 

★施策の趣旨 

 

地域にはさまざまな人が生活しており、個々の抱える生活課題は多様化して

います。住み慣れた地域で誰もが安心して暮らし続けられる社会を実現するた

めには、多くの人の福祉活動への参加が必要であり、市民、関係機関、市、社

協等との連携により、市全体で「福祉のまちづくり」を推進する必要がありま

す。 

そのためには、地域社会を構成する私たち一人ひとりが、可能な範囲で地域

社会に貢献し、お互いに協力し、助け合うことが必要です。このような地域生

活の中から生まれる一人ひとりの「福祉力」の向上をめざし、自主的な福祉活

動を促すとともに、地域の絆づくりやボランティア活動などの地域福祉活動に

発展させていきます。 
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（１）担い手の育成 

  

現状と課題 

 

○地域では、自治会・町内会、民生委員・児童委員、ボランティア団体・福祉団

体等多くの方が、地域福祉の担い手として活躍していますが、一方で参加者の

固定化や新たな人材の不足が課題となっています。また、介護保険制度の改正

に伴い、今後必要とされる生活支援サービスの新たな担い手を養成することが

必要となっています。 

○新たな担い手を養成するためには、地域や福祉活動に触れ、理解を深めるさま

ざまな機会の充実を図ることが必要です。また、サロンの参加者についても、

単なるサービスの受け手（利用者）というだけではなく、自ら地域で活躍する

主体となれるよう支援を行う必要があります。  

 

 

 

◆地域福祉の担い手の育成過程（一例） 
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◆『逗子市ボランティア連絡協議会』って何？ 

 

逗子市ボランティア連絡協議会は、1985 年（昭和 60 年）に市内のボラン

ティアグループが、その活動を円滑に推進するために設立しました。 

主な活動目的は、ボランティア活動の参加者を増やすこと、および活動に関

連した研修などを通して、加盟グループを発展させることなどがあり、2015

年（平成 27 年）３月現在 24 グループが加盟しています。 

毎年、社協との共催事業「あそボラ de あしたへ『子どもフェスティバル』」

を開催し、活動を広く市民に周知し、新たなボランティアを募集しているほ

か、研修会等も開催し、ボランティア活動の質的向上をめざしています。ま

た、市や社協だけでなく、福祉施設等の行事の開催にも協力しています。 

それぞれの取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたしたちに 

できること 

○地域活動や学習会へ積極的に参加しましょう。 

○どのような地域活動が行われているか、把握しましょう。 

○ボランティア活動に参加しましょう。 

社協の取り組み 

○ボランティア講座、学習会の開催 

○各種ボランティア団体や地域活動団体への出張講座の開催 

○活動団体紹介等の情報提供及び相互連携支援 

○活動の継続支援（後継育成の支援） 

○「住民参加型サービス」（※）の実施 

市の取り組み 

○各種研修等の実施 

○ボランティア情報等の周知 

○「住民参加型サービス」の実施支援 

知っておこう！その④ 
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≪懇話会メンバー≫ 

公募市民 岩橋 誠 

 

地域福祉とは何でしょう。例えば、地域を「知為気」と 

いう言葉で置き換えてみたらいかがでしょうか。「知」は 

自分および他者を知る。「為」は、なす・する・なるで、 

地域福祉に参加してみる。「気」は、気配り・やる気など、 

人と人が互いに感じあうことといえます。そのためには、 

自治会等、伝統的な地域活動も継続していく必要があると思いますが、地域の

今後のあり方を考えると、行政や社協などからのアドバイスも必要であると思

います。 

 また、地域包括支援センターは、高齢者だけではなく、地域包括ケアという

観点から、児童・ひとり親・障がいのある人・生活困窮者など幅広い対象者へ

支援を拡充する必要があると思います。同様に、サロンについても、老若男女

が参加できるように、多くの人に啓発する必要があります。私も是非、サロン

や地域の社会資源に足を運んでみたいと思います。 

 

 

                                  

 

 

≪懇話会メンバー≫ 

逗子市ボランティア連絡協議会 井上 摩尼子 

 

ある小学生のグループに質問してみました。 

「福祉って聞いたことある？」「うん、あるよ。手話や 

点字や車椅子のことでしょ。学校でやったことあるよ。」 

「むずかしかったよ。」「面白かったよ。」「点字の名刺を 

作ったよ。」 

みんな今まで知らなかった手話や点字等については、各々、楽しかった、む

ずかしかったと話しますが、それでは体験談で終わってしまいます。駅やポス

トの点字表示、駅のホームや歩道のブロックが、目が見えない人のためにある

と、気がついている子もいました。しかし、やはり話はここで終わってしまい

ます。 

障がいのある人の暮らしにくさ、日常の生活に対する不安、不自由さに思い

を馳せることは容易ではありません。これは子供だけではなく、大人も同じ？

と思うような場面に出会うことがあります。 

 福祉教育は学校だけのものではなく、大人が子どもと一緒になって考え、関

心を持つことが大切です。体験したことから生まれる思いや行動は、家族、地

域との協力で育ち、実現していくものだと思います。 

 ふだんの くらしの しあわせ を、みんなで作り上げていきましょう！ 
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◆社協の「ボランティアセンター」 

 

社協では、ボランティアを行いたい個人または団体と、ボランティアの力を

求めている個人または団体をコーディネートする業務を行っています。 

2015 年（平成 27 年）３月現在、ボランティアセンターには 70 グループ、

約 1,440 名の方が登録しています。ボランティア活動に関する各種相談・助

言など、ボランティア活動の活性化に向けた支援も行っています。また、新た

なボランティア育成を目的とした講座の開催、登録ボランティアの育成支援も

行っています。 

 

 

≪生活・介護サポーター養成講座≫ 

 

この講座は、地域の中で、自分に何ができるのか、どう関わっていけるのか

を考える機会を提供することを目的として開催しています。  

 

 

 

≪認知症サポーター養成講座≫ 

 

この講座は、認知症を正しく理解してもらい、認知症の人やその家族を温か

く見守る応援者になってもらうことを目的に、地域からの依頼に応じて開催し

ています。 
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（２）福祉教育の充実 

 

現状と課題 

 

○福祉教育とは、人間理解・命の尊さ・平和と人権を基本理念とした、人が共

に生きるための教育であり、「児童・生徒の福祉の心を育て豊かな成長を育

むための教育」「住民の主体形成をめざす基礎として地域福祉を推進するた

めの教育」の二つの側面があります。 

○地域福祉を推進していくためには、福祉に関心を持つ人を増やし、支え合

い・助け合いの気持ちを醸成することが大切です。 

○高齢者や障がいのある人などへの理解を深め、人を思いやり、支え合う気持

ちを養うためには、幼少期から福祉をテーマにした学習や福祉関係団体の活

動への参加を通じて、福祉への関心と理解を深めることが重要です。 

○住民一人ひとりに福祉教育の大切さが理解され、学校・地域・家庭など、そ

れぞれの場で継続的・系統的に展開されることによって、福祉教育は深みと

広がりを持っていきます。 

○教育機関や関係団体、福祉施設等との連携により、住民の福祉に対する関心

や理解を深め、福祉活動の担い手の育成を推進することが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ボランティア団体 

・福祉関係団体 

・福祉施設等 

・その他専門機関 

 

学 校 地 域 

・自治会・町内会 

・民生委員・児童委員 

・学校支援コーディネーター 

・お互いさまサポーターチーム 

・その他関係機関 

 

ボランティアセンター 

福祉教育チーム 

協力・連携 
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◆『ＫＡＮＡＣ（カナック）』って何？ 

 

横須賀・三浦地域発達障害相談・支援センターをいい、発達障がいのある人が身

近なところで支援が受けられるよう、横須賀・三浦障害保健福祉圏域内の体制整備

や支援者・家族のネットワークづくりを行い、ペアレントメンター事業（自閉症等

の発達障がいのある子どもを育てた経験のある家族が、同じ悩みを持つ家族に対

し、経験に基づいたアドバイスを行うこと）を柱に、支援機関の研修会・講演会や

相談支援等を行っています。 

 

①学校と連携した福祉教育を推進します 

現状と課題 

 

○福祉やボランティア活動への理解を幼少期から育む取り組みは、福祉活動の

裾野を広げる意味でも非常に重要です。現在、各小中学校では総合学習の一

環として、手話や車いす体験、障がいのある人からお話を聞くことなどのボ

ランティア学習が行われています。 

○ボランティアセンターなどの福祉関係機関と学校の福祉教育担当者が企画段

階からかかわり、目的を共有化することや、考えるプロセスを重視したプロ

グラムを展開することにより、「豊かな福祉観」を広げていくことが重要で

す。 

≪実践例≫ 

沼間中学校では、２、３年生を対象に、こころの健康について正しい理解を深めるため、

福祉教育チーム、ＫＡＮＡＣ（カナック）、社協が連携し福祉の授業を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っておこう！その⑤ 
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②地域での福祉教育を推進します 

現状と課題 

 

○福祉に関する住民向けの研修会や講座は、参加者が固定化している傾向があ

り、新たな地域福祉の担い手の育成には至っていない現状があります。 

○福祉の課題を、地域の身近なテーマとして認識してもらうことが重要であり、

自らの問題として捉え、参加したいと思えるような講座を企画する必要があり

ます。 

 

≪実践例≫ごほうび講座 

自治会と連携し、地域の理解を深め、地域の人材を講師として活かすことをねらいとし

て、子育てサロンを全小学校区で開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれの取り組み 

 

わたしたちに 

できること 

○家庭や学校、職場や地域で福祉教育の機会を増やし、福祉の

心を育みましょう。 

○地域活動や学習会へ積極的に参加しましょう。 

社協の取り組み 

 

○学校での福祉教育の協力 

○地域での福祉教育の実施 

 

市の取り組み 

○福祉教育の普及・啓発 

○福祉教育の情報提供・発信 

○庁内関係所管、関係機関との連携 
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◆『福祉教育チーム』って何？ 

 

『地域に福祉と教育のつながりをつくり出していきたい』との思いから、社協

内に設置された組織をいいます。 

 その目的は、当初「学校での福祉教育のねらいや、そのあり方について」の検

討が主でしたが、その後「地域の福祉課題を見つめ、その課題に即した福祉教育

の実践を、学校を含む地域の場で、どのようにつくり出していくか」という視点

に協議が移り、さまざまな視点から福祉教育のあり方やプログラムの検討を行っ

ています。 

 

◆多様なボランティア活動 

 

 1995 年（平成７年）に阪神・淡路大震災が発生した際、多くのボランティア

が活躍したことから、日本ではその年をボランティア元年と呼び、社会的にボラ

ンティアが広く認知されるようになりました。そしてこの動きは、2011 年（平

成 23 年）に発生した東日本大震災を契機により一層広がりを見せています。 

 国際的には、特に 1970 年代以降、貧困・経済格差・環境破壊などの地球的

規模の問題が浮かび上がる中で、国連は 2001 年（平成 13 年）を国際ボラン

ティア年と定め、ボランティア活動をより広くネットワークし、推進する動きが

広がっています。 

 一方逗子市では、ボランティアセンターが生まれてすでに 30 年余りが経ち、

多様なボランティア活動の調整と促進を担っています。 

 このように国内外を問わず、ボランティア活動への関心は高まっており、その

活動も、「福祉」にとどまらず、「まちづくり」「教育」「医療」「環境」「国際協

力」「平和構築」「災害支援」など、その領域は多岐にわたっています。 

 このように、ボランティア活動が各地で広がる背景には、公共サービスや社会

的課題の担い手は国・行政だけでなく、企業、ＮＰＯ（※）、地域社会、ボランテ

ィア団体などが、それぞれの立場から、相互に連携し合っていくことが大切であ

るという考えが広がっていることが挙げられます。 

 

「ボランティアハンドブック（社協福祉教育チーム発行）」より一部抜粋 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っておこう！その⑥ 
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 第３節 互いに支え合う環境づくり                   

 

 

体系図 
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【第１項】 

 

専門機関との連

携により支援へ

つながる仕組み

をつくります 

 

高齢・障がい・子育て分野等におけ

るネットワークとの連携 

 

生活困窮者の自立支援 

 

権利擁護の推進 

目標 
施策の方向性 

（施策決定の考え方） 
施策(取り組みの内容) 
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第１項 専門機関との連携により支援へつながる仕組みをつくります 

 

★施策の趣旨 

 

 地域住民が住み慣れた地域で安心して住み続けるためには、地域に利用しや

すい相談窓口を整え、速やかに、専門機関につながることが求められます。 

フォーマルサービス（公的機関や専門職による制度に基づくサービスや支

援）と、インフォーマルサービス（家族・近隣・友人・ボランティア団体など

の制度に基づかない支援）が連携をすることにより、互いの長所を発揮しなが

ら、地域住民の困りごとや支援に取り組むことが期待されています。そして、

フォーマルサービスとインフォーマルサービスが単に連携をとるだけではなく、

インフォーマルサービスのサポートを充実させる必要があります。 
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（１）高齢・障がい・子育て分野等におけるネットワークとの連携 
 

現状と課題 

 

○多様化、複雑化する生活課題への対応は、地域住民の支え合いだけでは不十分

であり、地域活動をバックアップする専門機関とのネットワークが不可欠とな

っています。 
○現在、福祉分野は高齢、障がい、子育て分野などの対象者別に把握されている

とともに、消費者被害やＤＶ問題、貧困問題などの事案別にも分けられて把握

されています。それぞれの分野において固有のネットワークが存在しており、

地域と連携をとりながら支援が展開されています。 

○個別の課題が複雑化し、複数の異なる分野に課題を抱えている事案が増加して

いることから、各相談機関が分野を超えたネットワークを構成することにより 

相談者が適切な支援機関につながる仕組みを整える必要があります。 

 

 

それぞれの取り組み 

 

 

 

 

わたしたちに 

できること 

○困ったときの相談先、連絡先を知っておきましょう。 

○自分が受けている福祉や保健サービスの内容等の情報を整理

し、信頼できる家族や近隣の人に渡しておきましょう。 

社協の取り組み 
○コーディネート機能の強化 

○包括的な解決支援を行うための関係機関との連携強化 

市の取り組み 
○庁内関係所管との連携強化 

○関係機関との協力・連携体制の強化 
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（２）権利擁護の推進 

 

現状と課題 

 

○身体的な問題や、経済的な問題等が起因となって人間関係・社会関係が希薄

化すると、社会的孤立が生じ、消費者被害や虐待、ひきこもり等の深刻な問

題を引き起こすことがあります。また、判断能力が十分でないために、日常

生活のさまざまな場面で支援を必要としている人々が増加しています。 

○判断能力が十分でない人への権利擁護の仕組みが制度化されていますが、ひ

とり暮らし世帯の増加や高齢化の進行に伴い、利用者は年々増加し、ケース

の内容も複雑化しています。 

○成年後見制度等の普及・活用の必要性は今後も高まることが想定されます。 

○これらを踏まえ、誰もが地域で自立し、安心して生活ができるよう、福祉サ

ービスの利用支援を中心に、権利擁護を推進し、制度の更なる普及啓発、専

門機関等のネットワークの構築が必要です。 

 

それぞれの取組み 

 

わたしたちに 

できること 

○成年後見制度を正しく理解しましょう。 

○市民後見人養成講座を積極的に受講しましょう。 

○後見人就任後の継続的な活動につとめましょう。 

社協の取り組み 

○逗子あんしんセンター（※）の適切な運営 

○日常生活自立支援事業の周知・機能強化 

・相談支援機関等との連携強化 

・成年後見制度へのスムーズな移行支援 

・スタッフの専門性の確保・向上 

○成年後見制度普及啓発事業の推進 

○法人後見事業の推進 

○コンプライアンスとリスクマネジメントの徹底 

○市民後見人の養成及び就任後の支援 

市の取り組み 

○成年後見制度等の普及促進 

○地域包括ケアシステムによる課題解決の体制整備 

○成年後見制度利用支援事業（※）の適切な実施 
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◆『成年後見制度』って何？ 

 

認知症、知的障がい、精神障がいなどの理由で判断能力が不十分な人は、不

動産や預貯金などの財産を管理したり、身のまわりの世話のために介護などの

サービスや施設への入所に関する契約を結んだり、遺産分割の協議を行う必要

があっても、自分でこれらを行うことが難しい場合があります。また、自分に

不利益な契約であってもよく判断ができずに契約を結んでしまい、悪質商法の

被害に遭うおそれもあります。このような判断能力の不十分な人を保護し、支

援するのが成年後見制度です。 

（法務省ホームページ：http://www.moj.go.jp/MINJI/minji17.html#a1より抜粋） 

 

 

◆『かながわ権利擁護相談センター（あしすと）』って何？ 

 

かながわ権利擁護相談センター（あしすと）では、判断能力が十分でない、

あるいは判断ができても十分に権利行使ができない人の自己決定を最大限に尊

重することを理念として、地域相談支援機関に対し権利擁護支援事業を実施し

ています。 

当センターでは、地域相談支援機関からの要請を受け、困難事例のケース会

議等に弁護士等の専門職を派遣する弁護士・アドバイザリースタッフ派遣事業

や、地域相談支援機関向けの法律相談、研修会等を行っています。 

      

 

                 

◆『日常生活自立支援事業』って何？ 

 

認知症高齢者、知的障がい・精神障がいのある人等、判断能力が十分でない人

が自立した生活が送れるよう、利用者との契約に基づき、福祉サービスや金銭管

理等を行う事業をいい、全国の社協で実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っておこう！その⑦ 
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◆日常生活自立支援事業の現場 ～ある生活支援員の声～◆ 

                                                    

生活支援員は、身体障がいや精神障がい、知的障がいにより、日常生活に支

援を必要とする人の生活を手助けする役割を担っています。 

例えば、高齢の母と５０歳代の息子さんの世帯では、お二人とも網膜色素変

性症による中途失明という障がいがあります。初めての訪問でその生活を目の

当たりにしたとき、どのように彼らは生きているのだろうと、私は衝撃を受け

ました。その後何度か訪問を重ねるうちに、彼らは互いを優しく気遣い、支え

合って生きていることを知りました。息子さんは将来に対する不安で思い悩

み、夜眠れなくなることも多い。それに対してお母様は明るい陽気な方で、い

つも「わたしは物事を悪い方向に考えないことにしているのよ。」と息子さんを

励ます。一方、息子さんは移動が困難な母を介助し、着替えを手伝い、お風呂

にも入れる。 

私が出来る生活支援は銀行口座から定期的に必要な生活費を引き出してお届

けするだけの微々たることですが、逆に私は彼らから多くのことを学ばせても

らっています。これからは、私も少しでも彼らの精神的な支えになって、彼ら

が明るく元気に暮らすお手伝いができればと思っています。 

 

 

 

     

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

コラム 
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（３）生活困窮者の自立支援 

現状と課題 

 

○生活困窮に陥る危険性の高い人々や、稼働年齢層を含む生活保護受給者が増

大しているため、専門機関が連携して人々の生活を重層的に支援するセーフ

ティネットの仕組みが整備されています。 

○2014 年（平成 26 年）4 月には生活困窮者自立支援法の施行により、生活

保護に至る前の生活困窮者を各関係機関が連携し支援する仕組みが制度化さ

れました。この制度は、地域福祉を拡充し、まちづくりを進めていく上でも

重要な施策であることから、市町村地域福祉計画の中に位置づけることとさ

れました（2014 年（平成 26 年）3 月厚生労働省社会・援護局長通知）。 

○本制度では、失業者や多重債務者、ホームレス、ニート、引きこもり、子ど

もの貧困等の複合的な課題を抱えた生活困窮者を包括的に受け止める相談窓

口を設置（必須事業）するとともに、就労に向けた支援を中心に、住宅の確

保や家計相談支援、子どもへの学習支援等（任意事業）が計画的に行われる

こととされています。また、生活困窮者の支援においては、早期に適切な相

談支援機関につなぐことが重要であることから、地域における継続的な見守

りなどの支え合い活動への協力が期待されています。 

○生活困窮者の自立支援は、ただ単に制度に結びつけるだけでは解決しない複

雑な課題を有しています。世帯として自立していくためには、一定期間寄り

添って進める伴走的な支援が必要となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆生活困窮自立支援法の必須事業 

【生活困窮者自立相談支援事業のイメージ図】 

生活困窮状態 

からの脱却 
★包括的・伴走型の支援 
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それぞれの取組み 

 

 

 

 

 

  

  

 

わたしたちに 

できること 

 

○地域の困りごとを抱えた人の声を見落とさないようにしま

しょう。 

○地域の見守り活動等に積極的に参加しましょう。 

 

社協の取組み 

 

○福祉制度の谷間にある人への支援 

○高齢者や障がいのある人など、情報収集等が困難な人に対

する権利擁護及び地域生活の支援 

○地域安心生活サポート事業を通じた生活課題を抱える人の

把握 

 

市の取組み 

 

○生活困窮者自立支援法に基づく自立相談支援体制の整備 

○民生委員・児童委員やお互いさまサポーター、ボランティ

ア団体等との連携による生活困窮者にかかる情報の把握 

○自立相談支援機関やハローワーク等の関係機関との連携体

制の強化 

○自立支援に係る必要な社会資源の活用やさまざまな社会参

加の場づくりの推進 

 

 

困っている人のＳＯＳを見落とさな

いようにしましょう。 
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◆伴走型支援の一例 ～その人の生きる力を支えること～◆ 

 

その人と出会ったのは５年前、師走の慌ただしい中だった。 

「仕事がなくなり、次の仕事は決まっているが、給料が入るまでの生活が苦しい

ので相談にのって欲しい。」とのこと。聞けば家賃の滞納があり、信用保証会社か

ら督促を受けているという。当面の生活費を確保すべく、生活福祉資金の貸付を行

ったことからその人との関わりが始まった。それ以来、住居探し、病院への同行、

生活保護の申請の相談等を行った。 

 新しい住居が決まり、生活保護の受給が開始されてからは、明日への不安を抱え

ながらも少しずつ前向きに物事を考えられるようになり、短期のアルバイトを始

め、新たな職探しにも取りかかるようになった。時々こちらにも訪問があり、趣味

のスポーツの話や学生生活の思い出を語り、「また、頑張ってみます。」と言って帰

って行く。アルバイトの傍ら資格取得を果たし、正社員をめざす一方で、急性疾患

による緊急入院などを経て、紆余曲折の５年間だった。 

 そんな彼がようやくしっかりと収入が得られる仕事を手にしたのは出会って６年

目を迎えた秋のころ。年明けには制度に頼らない自分の生活がスタートする。 

その間の関わりは、急性期には必要な制度や医療機関につなぎ、不安な時や疲れ

た時にはとまり木を提供し、前向きになれそうなときにそっと背中を押す。つかず

離れず、焦らず諦めず、その人が自分らしく生きる力を回復していくプロセスをと

もに歩む。伴走型支援といわれるパーソナルサポートは、支援者も生かされる支援

なのではないだろうか。 

 

     

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                          

コラム 
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第Ⅱ章 小学校区ごとの住民の主体的な活動の推進に向けて 

～社協第三次地域福祉活動計画～ 

★小学校区別活動計画とは 

 

社協の第二次地域福祉活動計画（2012 年（平成 24 年）４月１日～2015

年（平成 27 年）３月 31 日）において、小学校区ごとの活動計画の策定を提

案したところ、サポーター活動やサロンづくりは進みましたが、小学校区全体

を見渡した計画的な活動づくりや、地域課題に対応した活動づくりには至りま

せんでした。 

 

 今回の新たな計画策定にあたっては、市内無作為抽出の 1,500 世帯にアン

ケート調査を実施し、19 の各種団体にヒアリング調査を実施しました。その

後、小学校区ごとにタウンミーティングを開催し、地域の現状や問題点を出し

合っていただき、今後取り組むべき課題の意見交換を行いました。 

 

 市では、小学校区ごとに住民自治協議会の組織化をすすめ、福祉、環境、防

災等課題に応じた地域住民の主体的な活動推進を図る方向性を打ち出していま

す。身近な暮らし・生活に関わる問題を地域住民が共有化し、関係者や行政と

連携し、地域ならではのまちづくりをすすめていくには、問題を顕在化し共有

することが大切であり、解決に向け、より多くの住民参加により、話し合い、

行動していくことが必要です。 

 

 これは、地域の問題を住民任せにしようということではありません。対象別

の制度施策や各種サービス、社会資源とも連携し、必要な人に必要なサービス

を繋げることも可能になり、またニーズや課題に対応した新たなサービスや活

動をつくっていくことも可能になります。また、2015 年（平成 27 年）4 月

に施行される介護保険制度の見直しや、生活困窮者自立支援法では、住民参加

による地域づくりを課題にも据えています。 

 

 今回、改めて提案させていただく小学校区別活動計画は、「住み慣れた地域

で自分らしく暮らし続けることができるようにするためには何が課題か。その

課題解決に向けて、住民は何をしていく必要があるか。身近な地域の活動にや

りがいを感じ、担い手を増やしていくにはどうしたらよいか。また、そのため

に使える資源や制度・サービスはどのようなものがあるのか。」など、地域ご

との課題の共有化を出発点に、福祉のまちづくりの目標を立て、目標の実現に

向けた取り組み課題を設定し、計画的な活動を展開していくものです。 
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★小学校区別の計画的な活動づくり（活動計画の策定）に向けて 

 

今回の計画では、小学校区別の計画的な活動づくりを、地域福祉活動計画の

基本となるものとして、あらためて位置づけさせていただきました。 

 

市民が抱える生活問題は多様で、価値観もさまざまです。近隣関係や地域の

資源も一様ではありませんし、地域の暮らしやすさや暮らしにくさも一様では

ありません。問題の顕在化とその対応の主役は住民皆さん自身といえます。 

アンケート調査やヒアリング、タウンミーティング等で出された意見を、小

学校区ごとにまとめ、課題対応の例示をさせていただきました。住民自治協議

会の組織化・活動づくりや小学校区ごとの活動の組織化に合わせ、どんな地域

にしていくか、解決すべき課題は何か、そのために必要な実践は何かなど、地

域で話し合う際の一助となれば幸いです。 

 

その際、地域福祉を推進する社協職員は、小学校区の計画的な活動づくりに

向けて、関係行政職員、相談支援機関や団体と連携のもと地域を支援します。

その手法として、「地域診断」という①地域の課題を住民主体で明らかにし、

地域の資源を確認し、②取り組み課題・活動方針を立て、③活動内容を優先順

位づけし、実践に結びつけるという作業が有効ではないかと考えます。 

めざすものは、小学校区ごとの課題を、関係機関と協働して解決する、住民

主体の計画的な活動づくりです。 

 

 

 ≪参考資料≫各小学校区の各種統計 

平成 27 年 1 月 1 日現在 

 

  逗子 沼間 久木 小坪 池子 

小学校区 小学校区 小学校区 小学校区 小学校区 

人口     （人） 16,548 13,085 12,700 9,334 6,012 

世帯数   （世帯） 7,065 5,507 5,113 3,996 2,496 

高齢化率   （％） 26.84 32.00 30.02 33.31 33.68 

ひとり暮らし高齢者 

（人）   
1,531（市内合計） 

身体障害者手帳 

所有者    （人） 
450 469 352 291 203 

療育手帳所有者（人） 54 71 68 35 43 

精神手帳所有者（人） 110 103 83 66 52 
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★市内全体で皆さんの力をお借りしたいこと 

 

（意見交換会、ヒアリング、アンケート調査結果から抽出） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆アプローチ 

項 目 具体的施策 関係団体 

見守り活動の 

充実と恒久的 

な継続 

・安心生活サポート事業を継続して実施する

ための啓発活動を行う。（お祭り、学校イ

ベント、公的なイベント等での啓発） 

・次世代の担い手（サポーター）育成のため

若い世代と連携する。（ＰＴＡや自治会町

内会婦人部との情報交換会の開催等） 

・住民主体の事業として行うための工夫をす

る。（活動を支えるノウハウの共有、自治

会町内会内組織への転換等） 

サポーター 

自治会町内会 

学校・ＰＴＡ 

民生委員・児童委員 

地域包括支援センター 

社協 

市 

福祉教育の 

充実 

・子供たちの福祉の学びを支援する取り組み

と住民主体の地域福祉を進める取り組みを

実施する。 

（福祉ボランティア体験・当事者との文

化活動の推進・共同募金活動（※）への参

加・福祉作品展等への出展・施設との交

流・車いす、高齢者疑似体験プログラム

の開催等） 

ボランティアセンター 

福祉関係団体 

自治会町内会 

学校・PTA 

民生委員・児童委員 

共同募金会 

社協 

市 

 

○高齢者、子ども、障がいのある人等が、安心して暮らしつづけるためには、近隣

による見守りが必要です！！ 

見守り活動を主体とした「地域安心生活サポート事業」および「お互いさまサポ

ーター」の存在を知っている人は、ともに市全体の 13％ほどですが、アンケート調

査では、近隣相互で求める・できる支援として「声かけや見守り」の割合が高い結

果となっています。今後、誰もが安心して暮らしつづけるためには、「住民」が「理

解者」へ、「理解者」が「協力者」へ、「協力者」が「リーダー」になっていただく

こと、すなわち住民の皆さんの力が必要です。 

 

○ボランティア活動に参加してみませんか？ 

ボランティア活動への参加を困難にしている要因は、時間的制約と心理的障壁の

他に、活動に関する情報不足が挙げられます。住民の皆さんに勇気を持って一歩踏

み出してもらうために、情報発信と福祉教育の内容の充実が必要となっています。

また、特別な知識や技術を身につけていなくても、今行っている趣味や仕事、好き

なことを活かせる活動に参加することで地域貢献につながります。 
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（１）逗子小学校区  

①小学校区の特徴 

逗子小学校区は、逗子１～７丁目、新宿１～３丁目、桜山１～２・６～９

丁目を範囲とし、逗子市の中心に位置した広いエリアの地域です。市の行政

サービスや商業の中心であり、文化プラザホール、市民交流センターや図書

館はすべての世代の交流の拠点として機能しています。 

また、ＪＲ逗子駅・京浜急行新逗子駅があり、夏には逗子海岸への観光客

でにぎわいます。古くからの住宅もありながら、マンションが立ち並び、若

い世代が多く居住していることが特徴です。 

 
②アンケート分析結果 

高齢化率は 26.84％で、５つの小学校区の中で最も低い地域です。定住

意向については、「住み続けたい」割合が最も高く、「買い物等生活に便利」

が特に高い理由となっています。一方、近隣の人間関係や防犯・防災の面で

不安を感じている人もいらっしゃるようです。また、地域活動へ参加してい

る人の割合が他小学校区に比べかなり低い状況となっています。 

 

③小学校区の社会資源 

自治会・町内会数 21 団体（平成 27 年３月現在） 

 

サポーターチーム ３チーム 58 人（平成 27 年３月現在） 

  お互いさま逗子３・４、お互いさまさくら茶屋、新宿ついでついでチーム     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お互いさま逗子３・４ 

地域団体と連携しておこなった

餅つき大会 

新宿ついでついでチーム 

サポーターと町内会が連携して

おこなった避難経路確認 
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公共施設  

①桜逗会館 

②逗子文化プラザホール、図書館、市民交流センター 

③逗子市役所 

④新宿会館 

⑤逗子市子育て支援センター、ずしファミリーサポートセンター 

⑥逗子市消防本部・逗子市消防署 

⑦郷土資料館 

⑧逗子市浄水管理センター 

 

学校 

⑨逗子小学校（ふれあいスクール、ずしっ子太陽学童クラブ） 

⑩聖マリア小学校 

⑪逗子開成中学・高等学校 

 

福祉施設等  

⑫ワークショップリプル           ⑰グリーンハウス逗子 

    ⑬カモミール                     ⑱支援センター凪、ジャストサイズ桜山 

       ⑭おーばる・ほーむ        ⑲湘南の凪ｍａｉ！えるしい 

       ⑮ワークハウス虹 

       ⑯グループホーム櫻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京
急 

新
逗
子
駅 

JR 逗 子

駅 
新宿三丁目 

新宿二丁目 

新宿一丁目 

逗子七丁目 

逗子六丁目 

逗子一丁目 

逗子五丁目 
逗子四丁目 

逗子三丁目 

逗子二丁目 
桜山一丁目 

桜山二丁目 

桜山六丁目 

桜山七丁目 

桜山八丁目 

桜山九丁目 

① 

②  
③  

④  

⑤  

⑥  

⑦  

⑧  

⑨  

⑩  

⑪  

⑫  

⑬  

⑭  

⑮  
⑯  ⑰  

⑱  

⑲  
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④活動の現状と課題 （意見交換会、ヒアリング、アンケート調査結果から抽出） 

 

地域の現状 

 

●３つのサポーターチームが活動し、地域の困りごとに対応してい

る。 

●６か所でサロン活動が展開し、地域の中の「居場所」として機能

している。 

●高齢化率は低く、生産年齢人口が多い。 

●自治会がない地区が多い。 

●地域活動に参加していない人が多い。 

●声かけや見守りをしてほしいと声をあげる人が少ない。 

●地域包括支援センターや民生委員・児童委員を知らない高齢者が

多い。 

●空き家が多い。 

●居住者の入出が多く、交流の機会が少ない。 

 

課題 

 

●災害時の避難経路を確認しておく必要がある。 

●近隣関係が疎遠にならないように交流の機会を増やし、自ら「助

けて」と声をあげやすい関係づくりをする必要がある。 

●お互いさま活動を継続させるための、新たな担い手の発掘と育成

が必要である。 

 

良い要素 

 

●ずっと住み続けたいという人が多い。 

●生活機能が集中していて、買い物などが便利である。 

●人が多く活気がある。 

●行政や商業のさまざまな施設が多く、情報が入りやすい。 

●地域活動を交流の場として捉え活動している人が多い。 
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○誰もが気軽に、自ら進んで参加できる『場』が必要です。 

お互いさまサポーターが中心となり『場（居場所）』としてサロンを開催していま

す。「誰かと話をしたい」「寂しい」「行くところがほしい」といった声に応えたいと

いう想いが、サロン開催の背景にあります。参加した人が担い手となって活動するこ

とも大歓迎です。誰にとっても『居場所』があることは、地域の活気につながりま

す。 

 

○団塊世代の皆さんの力は宝です。地域活動に活かしませんか？ 

子ども会や老人会がない地域があります。また、自治会役員や民生委員・児童委員

のなり手不足という人材の問題や、イベントやサロンに人が集まらないという課題も

あります。 

地域活動の場は、自治会町内会やボランティア、学校等さまざまです。できる時に

できることを少しだけお手伝いいただければ、それが『地域力』となります。 

 

 

    

 

⑤皆さんと一緒に考えたいこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆アプローチ 

項 目 具体的施策 関係団体 

地域交流の 

場づくり 

・サロン開催の拠点を検討する。 

 （集会所・会館・公民館・個人宅・お寺・団

地内の集会所・社務所等）。 

・既存サロンの開催回数を増やす。 

・参加者が役割を担うことにより、生きがいを

見出してもらう。 

・地域の灯台としての常時開設サロンを検討す

る。 

 

お互いさまサポーター 

サロン参加者 

自治会町内会 

ＮＰＯ団体 

地域包括支援センター 

民生委員・児童委員 

社協 

市 

 

活動参加の 

きっかけ 

づくり 

・地域活動入門講座や地域活動デビューフォー

ラム等の講座の開催により、地域力のすそ野

を広げる。 

・必要な人に必要な情報が届くようなフォロー

体制の構築を検討する。 

・ボランティアセンターによるフォローアップ

講座の開催を検討する。 

 

ボランティアセンター 

自治会町内会 

ＮＰＯ団体 

地域包括支援センター 

民生委員・児童委員 

社協 

市 
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（２）沼間小学校区  

①小学校区の特徴 

沼間小学校区は、沼間１～６丁目及び桜山３丁目～５丁目を範囲とし、主

にＪＲ東逗子駅周辺の商店等を生活基盤とし、横須賀市に隣接している地域

です。平地に存在する古くからの住宅と、高台にはグリーンヒル、アーデン

ヒル、コンフォートガーデン、県営沼間南台ハイツなどの団地があり、それ

ぞれの地区で自治会・町内会が形成され、活動しています。また、横浜横須

賀道路逗子インターチェンジや、逗葉新道入口などがあり、交通量も多い地

域です。 

 
②アンケート分析結果 

高齢化率は 32.00％です。定住意向は最も低く、「買い物や通勤が不便」

という点が主な理由となっています。一方、他小学校区に比べ、若い世代の

地域活動や自治会への参加割合が高く、身近な活動が支え合いにつながると

いう意識が根付いている地域であることもうかがえます。     

 

③小学校区の社会資源 

自治会・町内会数 28 団体（平成 27 年３月現在） 

 

サポーターチーム 11 チーム 171 人（平成 27 年３月現在） 

  沼間１丁目災害時みまもり隊、東逗子海光町内会、お互いさまマイキャッ 

  スル、お互いさま沼間三、お互いさまアーデンヒル、お互いさま・サロン

ぬまま、お互いさま・あずま、お互いさまグリーンヒル、お互いさま桜山

向原、つくしサポーターズ、お互いさま番合谷戸  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お互いさまグリーンヒル 

サロンの様子（フルート演奏） 

 

お互いさま番合谷戸 

サロンで体操の様子 
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公共施設 

①沼間親子遊びの場          ⑥興人東逗子自治会   

②東逗子会館             ⑦逗子警察署  

③沼間小学校区コミュニティセンター  ⑧（仮称）療育・教育の総合センター   

（旧沼間公民館）            ⑨福祉会館、社協、社協地域包括支援 

④アーデンヒル自治会                  センター 

⑤グリーンヒル自治会         ⑩逗子桜山コンフォートガーデン自治会 

               

学校 

⑪沼間小学校（ふれあいスクール、ずしっ子そよ風学童クラブ） 

⑫沼間中学校 

⑬逗葉高等学校 

 

福祉施設等 

⑭逗子商工会館 

⑮沼間愛児園 

⑯逗子杜の郷 

⑰レストヴィラ東逗子 

⑱ピュアフレンド 

⑲えいむ 

⑳ベストライフ逗子 

㉑桜山保育園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東逗子駅 

③

 ① 

 

⑪

 ① 

 
⑧

 ① 

 

⑰

 ① 

 

⑮

 ① 

 
⑯

 ① 

 

桜山三丁目 

桜山四丁目 

⑲

 ① 

 

沼間二丁目 沼間四丁目 

沼間五丁目 ⑬

 ① 

 

⑫

 ① 

 

㉑

 ① 

 

沼間三丁目 
沼間一丁目 

 
桜山五丁目 

⑨

 ① 

 

沼間六丁目 ①  

 

②

 ① 

 

④

 ③

 
 ① 

 ① 

 ⑤

 ③

 
 ① 

 ① 

 

⑥

 ③

 
 ① 

 ① 

 

⑦

 ③

 
 ① 

 ① 

 

⑩

 ① 

 

⑭

 ① 

 

⑱

 ③

 
 ① 

 ① 

 

⑳

 ① 
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④活動の現状と課題 （意見交換会、ヒアリング、アンケート調査結果から抽出） 

 

地域の現状 

 

●11 のサポーターチームが活動し、地域の困りごとに対応してい

る。 

●７か所でサロン活動が展開し、地域の中の『居場所』として機能し

ている。 

●坂道が多く、周辺に店舗が少ない。買い物が不便だと感じている人

が他の小学校区に比べて多い。外出に不安を感じている人が多い。 

●高齢者世帯が増えている。 

●管理されていない空き家が多い。 

●昼間と夜間人口の差が大きく、日中ひとり暮らしの方が多い。 

●新しい入居者との交流の機会が少ない。 

●防災意識が低い人が多い。 

●身の回りのことをひとりでできにくくなったと感じている人の割合

が約 20％で、他の小学校区と比較し高い。 

●サロンの開催場所が少ない。 

●サロンに男性の参加者が少ない。 

●ボランティアの参加人数が少ない。 

●地域活動のリーダーを担う人がいない。 

 

課題 

 

●買い物困難者への支援を検討する必要がある。 

●誰もが気軽に参加できるサロン開催の工夫が必要である。 

●交流の場や機会を充実することにより、近隣関係を深めることが大

切である。 

 

良い要素 

 

●地域活動に参加しているという方が他の小学校区に比べて高い。 

●近所付き合いの程度に関して、「あいさつを交わす」以上の方が約

９割と多く、顔の見える関係ができている。 

●今後の更なる高齢化に向けて、お互いさま活動を継続していきたい

と考える人が多い。 
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○買い物が不便だと感じている人が多くなっています。 

「買い物に困っている」という人が他の小学校区と同様に多い地域です。高齢化

や人口減少などの影響で、身近な商店が撤退する地区が増えています。さらに、大

型店舗までの移動手段がなく、買い物が困難になってしまう高齢者が多くなってい

ます。買い物に困っている人を支援するためには、身近な場所で商品を販売する方

法や、商品をご自宅まで届けることなどが挙げられます。 

 

○サロンに参加しませんか？ 

サロンの参加者を増やしましょう。地域ごとにサロンが展開されていますが、男

性の参加者が少ないのが現状です。誰もが気軽に参加していただき、地域の状況を

知ることで、安心、安全な暮らしへとつながります。  

交流を通して、時には担い手となり、お互いに支え合いましょう。 

 

    

 

⑤皆さんと一緒に考えたいこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆アプローチ 

項 目 具体的施策 関係団体 

買い物できる環境

（仕組み）づくり 

・移動店舗の開拓 

・自治会町内会による移動店舗の宣伝 

・担い手の確保（お互いさまサポータ

ー、自治会等） 

 

商工会（商店） 

お互いさまサポーター 

自治会町内会 

地域包括支援センター 

民生委員・児童委員 

社協 

市 

 

既存サロンの再啓

発と未開催地区に

おける立ち上げの

推進 

・既存のサポーターチームによる検討 

・活動状況の周知・啓発（回覧板の利用

等） 

・高齢者、子ども、障がいのある人等へ

の周知、及び世代間交流の場としての

活用 

・多様な企画の検討 

 

サポーター 

自治会町内会 

各種店舗 

地域包括支援センター 

民生委員・児童委員 

社協 

市 
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（３）久木小学校区  

①小学校区の特徴 

久木小学校区は、久木１～９丁目、山の根１～３丁目を範囲とし、他の小学

校区に比べて広い地域となります。古くから存在する住宅が多い久木連合町内

会地区、大きな戸建団地の逗子ハイランド自治会地区、ＪＲ逗子駅北側の山の

根地区で、それぞれ地域活動を行っていることが特徴です。鎌倉市と隣接する

逗子ハイランド自治会地区は独自の商業地としても発展しています。 

 
②アンケート分析結果 

高齢化率は 30.02％です。定住意向は 78.3％で、全市域の平均的な数

字となっています。また、その理由としては「自然環境がよいから」が最も

高くなっています。近隣の人から行ってほしい支援及び手助けできる支援は、

いずれも「声かけや見守り」が最も高く、５つの小学校区の中でも最も高く

なっています。 

 

③小学校区の社会資源 

自治会・町内会数 ６団体（平成 27 年３月現在） 

 

サポーターチーム ３チーム 113 人（平成 27 年３月現在） 

  お互いさま山の根、お互いさま松本谷戸、お互いさま久木 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お互いさま久木 

サポーター集会の様子 

 

お互いさま松本谷戸 

初回サロンの様子 
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公共施設 
①久木会館 

②ハイランド自治会館 

③山の根親交会館 

 

学校 

④久木小学校（ふれあいスクール、ずしっ子あおぞら学童クラブ） 

⑤聖和学院中学校・高等学校 

⑥久木中学校 

 

福祉施設 

⑦双葉保育園 

⑧セアラ逗子、グループホームはなもも、清光会地域包括支援センター 

⑨ジャストサイズ水科 

⑩逗子清寿苑 

⑪グループホーム花梨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 

⑩ 

⑥ 

⑨ 

⑧ 

⑤ 

⑪ 

⑦ 

山の根一丁目 

山の根二丁目 

山の根三丁目 

久木一丁目 

久木二丁目 

久木八丁目 

久木九丁目 久木七丁目 

久木六丁目 

久木五丁目 

久木四丁目 

久木三丁目 

①  

② 

③ 
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④活動の現状と課題 （意見交換会、ヒアリング、アンケート調査結果から抽出） 

 

 

地域の現状 

 

●３つのサポーターチームが活動し、地域の困りごとに対応してい

る。 

●５か所でサロン活動が展開し、地域の中の『居場所』として機能し

ている。 

●困りごとを表に（声に）出さない人が多い。 

●支援を拒否する人も多い。 

●サポーター活動に対する期待の声が大きい。 

●災害時ほど近隣との関わりが大切であると感じている人の割合が、

５つの小学校区の中で最も高い。 

●地域の商店が閉店し、困っている人（特に高齢者）が多い。 

●高齢者や障がいのある人の現状把握が難しい。 

●古くから住んでいる人と新たに引っ越してきた人の交流が少ない。 

 

課題 

 

●地域の行事（祭り、運動会等）を通じ、親睦を深め、顔なじみの関

係を築くことが必要である。 

 

良い要素 

 

●通学時の見守り活動で、自治会町内会、ＰＴＡ、交通指導員の連携

がとれている。 

●それぞれの自治会町内会が災害時に支援を必要としている人への支

援について検討している。 

●自然環境が良く住みやすい。 

●お互いさまサポーターの見守り活動により、近隣のつながりが強く

なった。 

●ほぼ全員の人が日ごろから近隣の人とあいさつを交わしていると回

答している。 

●地域の行事（祭り、運動会等）を大切にしている人が多い。 
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⑤皆さんと一緒に考えたいこと 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆アプローチ 

項 目 具体的施策 関係団体 

担い手づくり 

・福祉教育関連講座等の開催による、地域

活動への参加のきっかけづくり 

・既存活動地区への継続的支援 

・新規活動地区への活動準備の支援 

・現活動（サポーター集会・サロン等）の

側面的支援の継続 

 

ボランティアセンター 

自治会町内会 

お互いさまサポーター 

地域包括支援センター 

民生委員・児童委員 

社協 

市 

 

既存サロンの

再啓発と未開

催地区におけ

る立ち上げの 

推進 

・既存のサポーターチームによる検討 

・新規立ち上げ支援及びお互いさまサポー

ター活動の発展に向けた支援 

・活動状況の周知・啓発（回覧板の利用

等） 

・高齢者、子ども、障がいのある人等への

周知、及び世代間交流の場としての活用 

・多様な企画の検討 

 

自治会町内会 

商工会（商店） 

お互いさまサポーター 

地域包括支援センター 

民生委員・児童委員 

社協 

市 

 

 

○今後の地域支援のカギとなる「お互いさまサポーター」として、一緒に地域を支

えませんか？ 

お互いさまサポーター活動の認知度は約 12％と、他の小学校区に比べやや低く

なっています。また、実際にサポーター登録をしている人は約 17％です。 

久木小学校区では、お互いさまサポーターの活動を自治会町内会の内部組織とし

て運営している地区が多く、ちょっとした見守りやお手伝いが自立して続けられる

土壌が整いつつあります。 

身近な地域での声かけもボランティアの１つです。皆さんで協力し合い、安心し

て住み続けることができる地域をつくりましょう。 

 

○サロンに参加しませんか？ 

人と人、人と団体等がつながるためには、交流の場や仲間づくりの場が必要で

す。困りごとも、顔の見える関係の中であれば気軽に相談できるようになるでしょ

う。誰もが気軽に参加し、地域の状況を知ることで、安心、安全な暮らしへとつな

がります。 
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（４）小坪小学校区  

①小学校区の特徴 

小坪小学校区は、小坪１～７丁目、新宿４、５丁目を範囲とし、漁港を中

心とした古くからの住宅が多く、亀が岡、南ヶ丘、光明寺、披露山庭園住宅

などの住宅地があります。小坪漁港には、漁港文化を中心に古くからつづく

伝統が色濃く根付いており、自治会町内会活動とあわせてさまざまな行事が

催されています。また、リゾート地としての側面も持ち合わせており、逗子

マリーナ等をはじめとして、逗子市の観光のシンボル的な存在として位置づ

けられています。 

 
②アンケート分析結果 

高齢化率は 33.31％です。定住意向が最も高く、「近所の人間関係が良い

から」という理由が 28.8％となっています。一方、近隣の人との関わりが

必要なときは「災害が発生したとき」とする回答が 81.2％となっています。 

また、日ごろの生活で感じる不安としては、交通の便が悪いこと、買い物が

不便なこと等が挙げられ、他の小学校区に比べ高い結果となっています。    

 

③小学校区の社会資源 

自治会・町内会数 10 団体（平成 27 年３月現在） 

 

サポーターチーム ３チーム 68 人（平成 27 年３月現在） 

  お互いさま小坪、お互いさま光明寺団地、お互いさま逗子南ヶ丘    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お互いさま小坪 

活動啓発の様子（小坪小学校祭り） 

お互いさま光明寺団地 

サロン（餅つき）の様子 
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公共施設 

①亀が岡自治会館  

②逗子市消防署小坪分署 

③小坪親子遊びの場  

④小坪小学校区コミュニティセンター（旧小坪公民館） 

⑤小坪保育園  

⑥小坪東谷戸会館  

⑦南が岡自治会館  

⑧小坪大谷戸会館  

⑨披露山公園  

学校 

⑩小坪小学校（ふれあいスクール、波の子学童クラブ）   

福祉施設等 

⑪ジャストサイズ小坪 

⑫逗子パークヴィラ 

⑬ラビー小坪センター 

⑭もやい 

⑮グループホームみんなの家 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小坪七丁目 

小坪一丁目 

小坪二丁目 

小坪三丁目 

小坪四丁目 

小坪五丁目 

小坪六丁目 

新宿四丁目 

新宿五丁目 

④ ②

 ② 

 ② 

 

①  

③

 ② 

 ② 

 

⑤

 ⑤
 ② 

 ② 

 ② 

 ② 

 

⑭

 ② 

 ② 

 

⑥

 ⑤
 ② 

 ② 

 ② 

 ② 

 

⑦

 ⑤
 ② 

 ② 

 ② 

 ② 

 

⑧

 ⑤
 ② 

 ② 

 ② 

 ② 

 

⑮

 ⑤
 ② 

 ② 

 ② 

 ② 

 

⑨

 ⑤
 ② 

 ② 

 ② 

 ② 

 

⑩

 ⑤
 ② 

 ② 

 ② 

 ② 

 

⑫

 ⑤
 ② 

 ② 

 ② 

 ② 

 ⑬

 ⑤
 ② 

 ② 

 ② 

 ② 

 

⑪

 ⑤
 ② 

 ② 

 ② 

 ② 
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④活動の現状と課題 （意見交換会、ヒアリング、アンケート調査結果から抽出） 

 

 

 

地域の現状 

 

●３つのサポーターチームが活動し、地域の困りごとに対応してい

る。 

●４か所でサロン活動が展開し、地域の中の『居場所』として機能し

ている。 

●何らかの介護が必要な人を家族に持つ人が多い。 

●災害時に避難しにくい地域である。 

●ひとり暮らし高齢者で自治会に未加入の人が多く、情報伝達が困難

である。 

●連合会組織があり、各自治会町内会の連携を保っている。 

 

課題 

 

●今後、世代交代をどのように進めていくか、担い手の高齢化にどの

ように対応するかが課題である。 

●管理ができていない空き家が増え、防犯上の心配がある。 

●今後、地域の更なる高齢化で、移動や買い物難民が大きな問題にな

ると予想される。 

●若い世代に対してもお互いさまサポーター活動に対する理解を求め

る必要がある。 

●回覧等により、広報紙を見てもらうための工夫が必要である。 

●地域の生活に密着した情報提供の充実を図る必要がある。 

●自治会内で活動の場を求めている人に、お互いさま活動を紹介して

いくことが大切である。 

 

良い要素 

 

 

●お互いさま活動は徐々に浸透してきている。 

●困りごとの相談に乗ってくれる人が多い地域である。 

●良好な人間関係が続いていて、近隣同士の声かけや見守りの意識が

高い。 
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○近隣とのコミュニケーションを広めるお手伝いをしてください！ 

古くからの人と人とのつながりにより、あいさつ等は交わされている地域です。 

日ごろからコミュニケーションを持つことが、困りごとを抱えている人の安心安全

につながり、災害時の支え合いにつながります。 

お互いさまサポーター活動の広がりや、民生委員・児童委員及び自治会町内会との

良い連携の中で『さりげない見守り』の土壌が整いつつあります。 

いつまでも安心して住み続けられる地域を、皆さんでつくりましょう。 

 

○買い物・移動が不便だと感じている人が多くなっています。 

小坪小学校区ではいくつかの商店が地域に密着した営業を続けています。 

これらの商店と連携し、買い物が困難な人へとつながり、欲しいものが欲しいとき

に手に入るシステムを構築する必要があります。 

 

    

   

 

 

⑤皆さんと一緒に考えたいこと 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆アプローチ 

項目 具体的施策 関係団体 

声かけ・見守り 

活動の充実 

・お互いさま活動や民生委員・児童委員

の活動を知ってもらう機会の設定 

（お祭り、学校イベント、公的なイベ

ント等での啓発） 

・近隣ミニネットワークづくりの検討 

 （丁目単位等） 

 

サポーター 

民生委員・児童委員 

自治会町内会 

学校・ＰＴＡ 

地域包括支援センター 

社協 

市 

 

買い物できる環境 

（仕組み）づくり 

・既存の商店と買い物が困難な人とのマ

ッチング 

・新たな買い物支援策の検討 

  

 

商店（商工会） 

サポーター 

自治会町内会 

地域包括支援センター 

民生委員・児童委員 

社協 

市 
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（５）池子小学校区  

①小学校区の特徴 

  池子小学校区は、池子１～４丁目を範囲とし、横浜市金沢区に隣接してい

ます。京浜急行神武寺駅を中心に住宅地が広がる、坂道の多い地域です。学

校が３校あり朝、夕と学生が多く行き交うことや、商店が少ないこと、池子

米軍住宅と隣接していることが特徴です。 

 
②アンケート分析結果 

高齢化率は 33.68％と５小学校区の中で最も高くなっています。また、

何らかの形で地域活動に参加していると回答した人が約４割となっています。

その理由は、近隣との交流や、有事の際のための関係づくりのためという割

合が高いようです。一方で、買い物に不便を感じている人も約３割おり、坂

道が多いこと、近隣に店舗が少ないこと等が影響していると考えられます。 

 

③小学校区の社会資源 

自治会・町内会数 11 団体（平成 27 年３月現在） 

 

サポーターチーム ５チーム 58 人（平成 27 年３月現在） 

  池子区会地区、東逗子第一団地地区、東逗子第二団地地区、アザリエ第一 

 自治会地区、アザリエ第二自治会地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アザリエ第一お互いさま 

振り込め詐欺講習会の様子 

サロンとまり木 

サロンでの体操教室の様子 
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公共施設 

①逗子市消防署北分署                                    

②市立体育館（逗子アリーナ）                           

③第一運動公園                                             

④体験学習施設、池子ほっとスペース/ママ・パパの部屋             

⑤池子会館                                       

⑥湘南保育園 

⑦環境クリーンセンター、浄化センター 

⑧高齢者センター、池子デイサービスセンター 

⑨保健センター、地域包括支援センター（予定） 

⑩池子の森自然公園 

学校 

⑪池子小学校（ふれあいスクール、りす子どもクラブ） 

⑫逗子中学校 

⑬逗子高等学校 

福祉施設等 

⑭ジャストサイズ池子 

⑮グループホームほっとハウス星ケ谷 

⑯ワークショップリプル 

⑰逗子ホームせせらぎ 

⑱逗葉地域医療センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 

⑦ 

⑨ 

⑧ 

⑬ 

⑫ 

⑰ 
⑪ 

⑯ 

⑥ 

⑮ 

池子四丁目 池 子 

京
急 

神
武
寺
駅 

② 

③

 ⑤ 

 

池子一丁目 

池子二丁目 
⑭ 

池子三丁目 

①  

⑤ 

⑱ 

⑩ 
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④活動の現状と課題 （意見交換会、ヒアリング、アンケート調査結果から抽出） 

 

 

地域の現状 

 

●５つのサポーターチームが活動し、地域の困りごとに対応してい

る。 

●５か所でサロン活動が展開し、地域の中の『居場所』として機能し

ている。 

●悩みごと等は、身内や友人に相談する人が多く、公共機関に相談す

る人は他小学校区に比べて少ない。 

●個人の勉強や健康維持のためにボランティア活動へ参加している人

が多く、社会貢献が動機の人は少ない。参加しない人は、きっかけ

がないことを理由に挙げる人が多い。 

●買い物が不便だと感じている人が他の地域に比べて多い。 

●ニーズがあるはずだが、挙がってこない。 

●地域のイベントに男性の参加者や新たな参加者が少ない。 

●活動の拠点が少ない。 

 

課題 

 

●地域と自治会、子ども会がスムーズに連携することが大切である。 

●サポーター活動の周知の方法を考える必要がある。 

●お互いさま活動は、地域においてできるだけ早く自立することが必

要である。 

●災害時の避難支援が必要な人への対応について、自治会の体制と連

携し、地域へ浸透させる必要がある。 

 

良い要素 

 

●この地域に住み続けたいと思っている人が多い。 

●地域活動に参加している人が多い。 

●ニーズが少なくても、地域の皆さんに安心感を与えるために継続し

ていくことが必要と考えるお互いさまサポーターが多い。 

●地域住民がとても協力的で、活動に賛同している。 

●自治会では、防災訓練を通じて、災害時の避難支援が必要な人への

対応についての体制ができている。 
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⑤皆さんと一緒に考えたいこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆アプローチ                                                                                                                                                                                                                                                                                                              

項目 具体的施策 関係団体 

 

買い物できる 

 環境（仕組み） 

づくり 

・移動店舗の開拓 

・自治会町内会による移動店舗の周知 

・担い手の確保（お互いさまサポータ

ー、自治会等） 

 

商工会（商店） 

サポーター 

自治会町内会 

地域包括支援センター 

民生委員・児童委員 

社協 

市 

 

担い手づくり 

・福祉教育関連講座の開催 

・自治会町内会を通じた周知・啓発 

・現活動（サポーター集会・サロン等）

の拡充 

 

ボランティアセンター 

自治会町内会 

サポーター 

地域包括支援センター 

民生委員・児童委員 

社協 

市 

 

 

○買い物が不便だと感じている人が多くなっています。 

従前からのアンケート調査において「買い物に困っている」という意見が多かっ

たため、『出張商店街』を過去に開催しましたが、本当に困っている人のニーズに応

えられていたのかどうか、課題が残る結果となりました。 

買い物に困っている人を支えるためには、継続的な支援が必要です。 

 

○今後の地域支援のカギとなる「お互いさまサポーター」として、一緒に地域を支

えませんか？ 

お互いさまサポーター活動を認知している人の割合は約 20％で、他の小学校区

より高い結果ですが、実際にサポーター登録をしている人は 3.8％と少なくなって

います。ちょっとした見守りやお手伝いが、安心して住み続けられる地域の実現に

近づきます。 

 



 

 

 

 

第３部 資料編 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



113 

 

第Ⅰ章 調査の概要 

≪アンケート調査≫ 

Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

地域福祉に対する市民の意識や現状について把握し、社協が策定する民間の

地域福祉実践計画である地域福祉活動計画と一体的に策定するうえでの基

礎資料とすることを目的として実施しました。 

 

２ 調査対象 

市内在住の 18 歳以上の男女 3,000 人を無作為に抽出 

 

３ 調査期間 

2013 年（平成 25 年）8 月 29 日から 2013 年（平成 25 年）9 月 12

日まで 

 

４ 調査方法 

郵送による配布・回収 

 

５ 回収状況 

配 布 数 有効回答数 回収率 

3,000 通 1,403 通 46.8％ 

 

６ 回答者の属性 

    男性が 37.6％、女性が 58.2％、年齢は 65 歳以上が 45.9％となっていま 

    す。 
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Ⅱ 調査結果 

１ 日常生活について 

 

★自然環境が良いから！ ７～８割の人が「ずっと住み続けたい」と感じて

います。 

・「ずっと住み続けたい」の割合が 76.3％と高く、年齢、居住年数が高くな

るにつれて定住意向が強くなっています。 

・住み続けたい理由では、20～40 歳で「自然環境がよいから」、50 歳以上

で「家・土地があるから」の割合が高く、年齢によって違いがみられます。 

・住み続けたくない理由は、40～50 歳で「医療サービスが整っていないか

ら」、65～74 歳で「買い物等生活が不便だから」の割合が高く、年齢によ

り魅力と感じる点、不足と感じる点に違いが見られます。 

 

◆どのような点で、引っ越したいと思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 185 ％

買い物等生活が不便だから

医療サービスが整っていない
から

通勤・通学に不便だから

道路の段差解消など高齢者や障
がいのある方にやさしいまちづく
りになっていないから

近所の人間関係がよくないか
ら

高齢者や障がいのある方などへ
のサービスが充実していないか
ら

防犯・防災対策が遅れている
から

文化・スポーツサービスが
整っていないから

子育てや子どもの教育の環
境が整っていないから

ふるさとに帰りたいから

まわりに知っている人がいな
いから

その他

無回答

35.1

32.4

20.5

16.2

12.4

11.9

8.6

8.6

7.6

6.5

3.8

25.9

10.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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★自分や家族の健康・老後のことに関する悩みが多くなっています。 

・日常生活の悩みについては、「自分や家族の健康のこと」「自分や家族の老後

のこと」が約６割と、基盤的な悩み事の割合が高くなっています。 

・50 歳代の悩み事は「自分や家族の老後のこと」の割合が 73.5％と高く、

親の介護問題や自身の健康面での衰えに直面している世代であることが伺

えます。 

・50 歳代は「自分や家族の老後」、30～40 歳代では「子どもの教育や将来」、

20～50 歳で「仕事」と、ライフステージごとで抱える悩みにも違いがあ

ることが伺えます。 

 

◆悩み事は何ですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★悩み事の相談は、家族や親族などの身内に頼っています。 

・悩み事の相談先は、「身内（家族・親族）」の割合が 76.4％と最も高く、次

いで「友人」の割合が 48.4％と高くなっています。「かかりつけの医師･看

護師」の割合が 15.8％と続きます。 

・70 歳以上で「かかりつけの医師･ 看護師」の割合が約 3 割と高くなってい

ます。 

N = 1403 ％

自分や家族の健康のこと

自分や家族の老後のこと

災害に関すること

収入や家計のこと

子どもの教育や将来のこと

仕事に関すること

買い物が不便なこと

住宅のこと

交通の便が悪いこと

近所付き合いに関すること

乳幼児の育児に関すること

その他

無回答

60.3

58.6

42.1

31.8

17.5

15.3

14.4

11.8

9.6

5.3

2.6

4.2

4.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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★買い物などの外出が「できない」・「できにくく」なっています。 

・81.8%の人が、身の回りのことは基本的に自分でできます。一方、「でき

ない」・「できにくい」ことは、食事の用意、掃除や洗濯、庭や住宅の手入

れの順に高くなっています。 

・年齢別にみると、70 歳以上で「庭や住宅の手入れ」の割合が約 6 割、75

歳以上で「外出（買い物・通院など）」の割合が 4 割以上と高くなっていま

す。 

 

 ◆「できない」・「できにくい」ことは何ですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 

有
効
回
答
数

（
件
） 

掃
除
や
洗
濯 

食
事
の
用
意 

入
浴 

庭
や
住
宅
の

手
入
れ 

家

族

の

介

護
・
看
護 

外
出
（
買
い

物
・
通
院
な

ど
） 

そ
の
他 

無
回
答 

10 歳代 7  85.7  100.0  － 42.9  － － － － 

20 歳代 28  67.9  78.6  3.6  50.0  14.3  7.1  3.6  7.1  

30 歳代 27  66.7  81.5  3.7  37.0  25.9  18.5  7.4  － 

40 歳代 21  57.1  81.0  4.8  23.8  19.0  33.3  － － 

50 歳代 16  43.8  62.5  － 31.3  18.8  － 6.3  12.5  

60～64 歳 12  50.0  66.7  8.3  33.3  16.7  8.3  － － 

65～69 歳 17  76.5  58.8  23.5  47.1  29.4  29.4  － 11.8  

70～74 歳 21  47.6  57.1  14.3  61.9  23.8  28.6  4.8  － 

75～79 歳 29  44.8  58.6  17.2  62.1  17.2  44.8  10.3  3.4  

80 歳以上 47  66.0  48.9  23.4  61.7  21.3  57.4  4.3  10.6  

N = 226 ％

食事の用意

掃除や洗濯

庭や住宅の手入れ

外出（買い物・通院など）

家族の介護・看護

入浴

その他

無回答

65.9

59.7

48.7

29.2

19.9

11.9

4.4

5.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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２ 地域での暮らしについて 

 

★約９割の人は、近隣との日常的なあいさつを交わしています。 

・年齢が上がるにつれ、「顔が合えば、立ち話をする」の割合が高くなってい

ます。 

・家族構成別にみると、ひとり暮らしの世帯で「近隣との付き合いはしていな

い」人の割合が 5.6％となっています。同居の家族等がいない状況で近隣と

の付き合いをしていないとなると、地域の中で孤立化している可能性も伺え

ます。 

・近隣との付き合いを「したくない」「干渉したくない」「必要ない」の割合は

19.2%で、2004 年（平成 16 年）に実施した調査より 4.2%多い結果と

なっています。 

 

★近隣で見守り合う意識が高まっています。 

・近隣の人に求める支援、近隣の人へできる支援については、ともに「声かけ

や見守り」の割合が高く、地域で見守り合う意識がみられます。 

・近隣との付き合いに対する考えでは「何か問題が起こったとき、助け合える

よう心がけていたい」の割合が最も高くなっています。 

・地域との関わりが必要なときについては「災害が発生したとき」の割合が高

く、災害発生時など緊急時の地域での支え合いの重要性について認識が高ま

っていることが伺えます。 

 

◆ご近所付き合いについて、あなたのお考えに近い内容はどれですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

1403

3.3

48.5 21.5 11.8 6.8

0.6 1.1

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.3 48.5 21.5 11.8 6.80.61.16.3
0% 20% 40% 60% 80% 100%

日ごろから、相談にのったり、家事を手伝うなど助け合いたい

何か問題が起こったとき、助け合えるよう心がけていたい

いざという時のために、顔や名前は知っておきたい

近所づきあいは大事と思うが、どちらかというとあまりしたくない

プライバシーの尊重を第一に、極力干渉しあわない方がよいと思う

近所づきあいは必要ない

その他

無回答

48.5 21.5 11.8 6.80.61.16.3
0% 20% 40% 60% 80% 100%

日ごろから、相談にのったり、家事を手伝うなど助け合いたい

何か問題が起こったとき、助け合えるよう心がけていたい

いざという時のために、顔や名前は知っておきたい

近所づきあいは大事と思うが、どちらかというとあまりしたくない

プライバシーの尊重を第一に、極力干渉しあわない方がよいと思う

近所づきあいは必要ない

その他

無回答
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◆どのようなときご近所（地域）との関わりが必要だと感じますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★子ども、高齢者、障がいのある人が地域で安心して暮らし続けるためには、

「地域住民による見守り（あいさつ、声かけ）」が大切と感じています。 

 ・子ども、高齢者、障がいのある人が地域で安心して暮らし続けるために必

要なことについては共通して「地域住民による見守り（あいさつ、声かけ）」

の割合が最も高くなっています。 

・子どもでは「子どもの遊び場の確保」、高齢者では「介護保険サービスの充

実」、障がいのある人では「障がいのある人に対する理解」の割合が高くな

っています。 

 

★地域活動を通じて近隣と交流を図りたいと思っています。 

・地域活動に「参加している」人は 31.5％、また、79 歳までは年齢が高く

なるにつれ「参加している」の割合は高くなる傾向がみられます。 

・地域活動へ参加している理由は「近隣との交流が図れるから」が 50.0％と

高く、次に「地域に貢献したいから」「いざというときの関係づくりのため」

の割合が高くなっています。 

N = 1029 ％

災害が発生したとき

困っている人を見かけたとき

治安・防犯に不安を感じたと
き

ごみの収集や廃品回収のと
き

地域の行事（祭り、運動会な
ど）を開催・参加するとき

公園、街路を清掃するとき

日常生活のちょっとした困り
事があるとき（電球の付け替
え、庭の掃除など）

その他

無回答

80.8

58.1

57.2

25.9

23.6

19.6

17.6

1.6

1.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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◆地域活動に参加している理由は何ですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★参加の“きっかけ”が欲しい。 

・地域の助け合いを活発にするために必要なことについては、「防災や防犯な

ど地域の問題の解決に一緒に取り組む機会づくり」が 35.0％と最も高く、

次に「行事やサークル、懇親会等、身近な交流や親睦の機会づくり」が高

くなっています。 

・年代別にみると、10～30 歳代では「若い世代の地域活動への参加、推進」、

20～64 歳では「防災や防犯など地域の問題の解決に一緒に取り組む機会

づくり」、70～80 歳以上では「行事やサークル、懇親会等、身近な交流や

親睦の機会づくり」の割合がそれぞれ高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

N = 442 ％

ご近所との交流がはかれる
から

地域に貢献したいから

いざというときの関係づくりの
ため

行事や活動の内容に興味や
関心があるから

大勢で活動するのが楽しい
から

ご近所の人や知り合いに誘
われるから

時間に余裕があるから

その他

無回答

50.0

34.6

34.6

28.7

13.6

12.0

10.9

11.3

4.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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◆地域の助け合いを活発にするために必要なことはどれだと思いますか？ 

  

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

行
事
や
サ
ー
ク
ル
、
懇
親
会

等
、
身
近
な
交
流
や
親
睦
の
機

会
づ
く
り 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進 

防
災
や
防
犯
な
ど
地
域
の
問

題
の
解
決
に
一
緒
に
取
り
組

む
機
会
づ
く
り 

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
や
担
い
手

の
育
成 

若
い
世
代
の
地
域
活
動
へ
の

参
加
、
推
進 

ご
近
所
が
集
ま
れ
る
場
所
づ

く
り 

自
治
会
・
町
内
会
へ
の
参
加 

身
近
な
人
間
関
係
や
支
援
機

関
に
よ
っ
て
支
え
合
う
仕
組

み
づ
く
り 

そ
の
他 

無
回
答 

10 歳代 11  36.4  54.5  36.4  9.1  63.6  27.3  18.2  18.2  18.2  － 

20 歳代 62  27.4  22.6  41.9  8.1  41.9  25.8  19.4  16.1  4.8  6.5  

30 歳代 138  31.2  20.3  36.2  10.9  36.2  26.1  16.7  26.1  5.1  8.0  

40 歳代 205  30.7  17.6  38.5  12.7  24.9  18.0  20.0  23.9  6.3  5.4  

50 歳代 181  26.0  18.8  43.6  15.5  21.5  27.1  32.6  30.9  5.5  6.6  

60～64 歳 159  31.4  21.4  45.9  17.0  28.9  27.7  28.9  22.0  0.6  7.5  

65～69 歳 159  34.0  25.8  26.4  16.4  22.6  22.0  35.2  27.0  3.1  12.6  

70～74 歳 180  36.1  25.6  32.8  12.8  22.2  23.3  32.8  28.3  1.1  11.1  

75～79 歳 176  37.5  19.9  27.3  11.9  15.9  15.9  33.0  27.3  2.3  23.3  

80 歳以上 130  25.4  13.8  23.8  8.5  16.9  15.4  17.7  20.8  3.8  32.3  

 

 

★身近な地域での声かけも、ボランティアの一つです。 

・ボランティア活動を「現在している」人は 13.5％となっています。 

・「一度もしたことがない」人は 54.0％です。2004 年（平成 16 年）に実

施した調査では 60.1%でした。年代では 30 歳代で最も高くなっており、

働く世代、子育て世代においてボランティアへの参加意識の低下が伺えます。 

・ボランティア活動に参加した理由は「社会貢献のため」の割合が 54.7％と

最も高く、次いで「仲間付き合いのため」の割合が 35.3％、「勉強の場・

機会として」の割合が 31.6％となっています。 

・ボランティア活動に参加したことのない理由は「仕事や家事が忙しいから」

の割合が 47.4％と最も高く、次いで「活動を始めるきっかけがないから」

の割合が 27.1％、「どのような団体・サークルがあるのか知らないから」

の割合が 19.9％となっています。30～40 歳代の若い世代では、子どもの

世話で忙しいことや 70 歳以上では健康上の問題など、年代によって違いが

見られます。 

・ボランティアへの参加を推進するために、活動情報の充実が求められていま

す。 
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◆あなたはボランティア活動をしたことがありますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

◆ボランティア活動に参加した理由は何ですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆ボランティア活動に参加していない理由は何ですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

男性 527

女性 816 13.2

13.9

30.3

25.6

52.1

57.9

4.4

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

13.5 28.3 54.0 4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在活動している

過去に活動したことがあるが、現在はしていない

一度もしたことがない

無回答

N = 190 ％

社会貢献のため

仲間づきあいのため

勉強の場・機会として

心身の健康維持のため

家族や自分の将来のため

その他

無回答

54.7

35.3

31.6

30.5

18.4

6.3

6.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

N = 1154 ％

仕事や家事が忙しいから

活動を始めるきっかけがない
から

どのような団体・サークルが
あるのか知らないから

健康上できない

一緒に活動する仲間がいな
いから

子どもの世話で忙しいから

家族の介護で忙しいから

参加したい団体・サークルが
ないから

関心がないから

職場などで団体・サークルに
参加しているから

その他

無回答

47.4

27.1

19.9

18.5

11.1

10.4

7.2

7.1

6.7

1.6

8.6

7.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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◆ボランティア活動に参加しやすくするため、特に重要と思うことは何です

か？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 災害時の対応について 

 

★災害時に自力で避難できますか？「できない」と回答した人が１割います。 

・災害時に「自力で避難できないと思う」の割合は 10.3％で、80 歳以上で

は 33.1％となっています。 

・自力で避難できない理由は、「介助者の手助けが必要」の割合が５割を超え

ており、次に「避難地・避難所がわからない」の割合が高くなっています。

緊急時には身近な介助者が必要であることが伺えます。 

・避難路や避難方法の確認については「確認している」の割合が 55.7％、「確

認していない」の割合が 34.6％となっています。10～20 歳代と 80 歳代

で「確認していない」の割合が高くなっています。 

 

 

N = 1403 ％

活動情報の充実

市、社会福祉協議会などの
支援

活動の場の整備

活動ノウハウや福祉の勉強
機会

保険など、活動の保障の確
保

報酬や交通費などの実費支
給

学校での福祉教育の推進

地域の課題などについて語り
合う機会づくり

その他

無回答

62.9

19.7

19.5

17.2

16.0

15.8

14.5

13.0

3.7

13.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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◆自力で避難できないと思う理由は何ですか？ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★災害時に備え、日ごろからの地域のつながりを求めています。 

・地域住民の防災意識や自分たちで地域を守る意識は高まっています。 

・災害時に備えて地域で必要なことは「近隣の住民同士の日ごろのつながりと

助け合い」の割合が 55.5％と最も高く、次いで「高齢者や障がいのある人

などの支援を必要とする人たちの把握と支援体制の整備」の割合が 46.8％、

「避難場所や避難方法を話し合って、決めておく」の割合が 44.2％となっ

ています。 

◆災害時に向け地域でどのような備えが必要だと思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 1403 ％

隣近所での住民同士の日頃のつな
がりと助け合い

高齢者や障がいのある方などの支
援を必要とする人たちの把握と支
援体制の整備

隣近所での避難場所や避難方法を
話し合って、決めておく

防災教育・訓練の実施

災害時に役立つ専門技術や知識を
もつ人材の育成

地域の行事などでの防災意識の啓
発

心肺蘇生法、応急手当などの救命
講習会の開催

その他

無回答

55.5

46.8

44.2

35.1

25.8

24.2

20.4

2.5

8.6
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緊急事態の情報が入らない

緊急事態の発生がわからな
い

その他

無回答

54.2

29.2

24.3

16.7

13.9

17.4

4.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100



124 

 

４ 地域安心生活サポート事業と社会福祉協議会の活動について 

 

 ★地域で福祉をけん引する担い手が必要です。 

・地域安心生活サポート事業の認知度、お互いさまサポーターの認知度は、

60～74 歳の比較的元気な高齢者が多いと考えられる世代で認知度が高く

なっています。 

・お互いさまサポーターを知っている人の中でサポーターに登録している人の

割合は、16.2％です。 
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第Ⅱ章 用語解説 

文章中に「※」を付けている語句・用語等を掲載しています。 

 

【あ行】 

・アウトリーチ（Ｐ６６） 

手を差し伸べることが原義。文化の分野では、文化に触れることが少ない人、

関心のない人などに対して、積極的に手を差し伸べ、文化とのふれあいを創出

する活動を意味する。一般的には、施設外での活動を指すことが多いが、施設

内であるか外であるかは本来の意味にはない。 

 

・ＮＰＯ（Ｐ７８） 

Non-Profit Organization（民間非営利団体）の略で、不特定かつ多数のもの

の利益の増進に寄与することを目的とする非営利事業に自主的に取り組む、特

定非営利活動法人及び、ボランティア団体や市民活動団体等の任意団体のこと。 

 

【か行】 

・共同募金（Ｐ９０） 

社会福祉法に「地域福祉を推進するための財源」として位置付けられており、

募金活動を通じ助け合いの心を普及し、寄付を通じ地域福祉の推進に参加して

いく効果が期待されている。 

 

・高齢化率（Ｐ１３） 

総人口に占める 65 歳以上人口の割合を百分率で表示した数値。 

 

・子育て支援センター（Ｐ３２） 

子育て中の親子が気軽に集い、相互交流や、育児不安等についての相談・指導、

子育てに関する情報の提供等、子育てに悩みや不安をもつ親たちに対して育児

支援を行う施設。 

 

【さ行】 

・災害救援ボランティアセンター（Ｐ５９） 

災害発生時に、社協や逗子災害ボランティアネットワークが中心となり、避難

所等に開設されるボランティアの需給調整を行う組織をいう。被災者のニーズ

とボランティア活動を結びつけて、円滑な支援活動をめざす。 
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・在宅医療連携拠点（Ｐ２１） 

地域の医師、歯科医師、薬剤師、看護職員、ケアマネジャーなどの多職種協働

による在宅医療の支援体制を構築し、在宅医療を提供する機関等のこと。 

 

・小規模多機能型居宅介護（Ｐ２４） 

要介護認定者の様態や希望に応じて、サービス拠点への「通い」を中心に、随

時「訪問」や「泊まり」を組み合わせて、入浴、排せつ、食事等の介護その他

の日常生活上の世話や機能訓練を受けることのできるサービスで、１事業所あ

たりの登録が 25 人以下の小規模で行われるもの。 

 

・自主防災組織（Ｐ５９） 

災害対策基本法第５条第２項に規定する地域住民による任意の防災組織。主に

町内会、自治会が母体となって地域住民が自主的に連帯して防災活動を行う任

意団体のこと。 

 

・住民参加型サービス（Ｐ７２） 

地域住民が自発的・主体的に参加する、公的サービスだけでは賄いきれない地域

の福祉ニーズを解決するためのサービス（食事サービス、買い物支援サービス等）

をいう。 

 

・逗子あんしんセンター（Ｐ８２） 

日常生活において、福祉サービスの十分な利用や、財産の管理及び保全が困難

な高齢者や障がいのある人に対して、福祉サービスの利用支援、日常的金銭管

理、書類等預かりサービスを行うとともに、弁護士による相談事業を行ってい

る。 

 

・生活習慣病（Ｐ２０） 

従来用いられていた「成人病」対策が、二次予防（病気の早期発見・早期治療）

に重点をおいていたのに加えて、生活習慣の改善を中心にした一次予防（健康

増進・発病予防）に重点を置いた対策を推進するために新たに導入された新し

い考え方。食習慣、運動習慣、休養、喫煙、飲酒などの生活習慣が、発症・進

行に関係する疾患群で、高血圧、糖尿病、脂質異常症などがある。 
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・成年後見制度利用支援事業（Ｐ８２） 

成年後見制度について、対象者に身寄りがないなどの理由により、支援が必要

であると認められる場合、親族に代わって市長が申立てをし、それに伴う経費

（後見人報酬、申立手数料、鑑定費用）の立替えや助成を行う事業。 

 

【た行】 

・体験学習施設「スマイル」（Ｐ３１） 

平成 26 年４月に第一運動公園内に開所した施設で、小さい子どもと保護者が

憩う場所、中学・高校生の居場所、生涯学習からスポーツまで色々な活動をす

る場所、様々な世代が交流する場所、いざという時の防災拠点などの機能を兼

ね備えたもの。スマイルは愛称。 

 

・地域担当職員（Ｐ６４） 

市が住民自治協議会に対して行う人的な支援として、小学校区ごとに配置する

職員。住民自治協議会の設立や円滑な運営、地域課題の解決に係る情報提供や

助言などを行う。 

 

・通所介護（Ｐ２４） 

デイサービスセンターなどに日帰りで通い、食事、入浴の提供、日常動作訓練、

レクリエーション面での支援などが受けられる事業。 

 

・定期巡回・随時対応型訪問介護看護（Ｐ２４） 

居宅の要介護者が定期的な巡回介護、または随時通報によりそのものの居宅に

おいて、入浴、排せつ、食事等の介護やその他の日常生活上の世話を受けるこ

とのできるサービス。 

 

・特定健診（Ｐ２０） 

2008 年度（平成 20 年度）から各保険者が 40 歳から 74 歳までの加入者に

対し実施することが義務付けられるメタボリックシンドロームの予防と解消を

目的とした健診をいう。 

 

【な行】 

・ニート（Ｐ３） 

Not in Employment, Education or Training の略称で、職業にも学業にも職

業訓練にも就いてない、あるいは、就こうとしない若者のこと。  
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・認知症サポーター（Ｐ２６） 

認知症を正しく理解し、認知症の人やその家族を支援するため「認知症サポー

ター養成講座」を受講した人。 

 

・ノーマライゼーション（Ｐ２７） 

障がいのある人を特別視するのではなく、一般社会の中で普通の生活が送れる

ような条件を整え、ともに生きる社会こそが当たり前（ノーマル）であるとい

う考え方。 

 

【は行】 

・発達障害者支援法（Ｐ２７） 

発達障がいを早期に発見し、発達支援を行うことや、学校教育において発達障

害者の支援、発達障害者の就労の支援を行うことにより、発達障害者の自立お

よび社会参加を図るための法律（平成 17 年施行）。 

 

・ファミリーサポートセンター（Ｐ３２） 

小さな子どもを持つ保護者が安心して子育てできるように、子どもの預かりに

ついて地域の人たちが互いに助け合っていくための会員制の相互援助活動を行

うもの。育児の援助を受けたい会員を「依頼会員」、育児の援助を行いたい会員

を「支援会員」という。 

 

・ふれあい活動（Ｐ５３） 

家庭や地域で抱えている問題の解決を手助けするために、地域の人々が知恵を

出し合い、解決することをめざし、互いの顔の見える関係を構築し、交流する

活動をいう。総合計画では、ふれあい活動の拠点を 2022 年度（平成 34 年度）

までに市内 20 か所整備することをめざす。 

 

・訪問介護（Ｐ２４） 

ホームヘルパーなどが家庭を訪問し、食事、入浴、排せつなどの身体介護や、

炊事、掃除、洗濯などの生活援助を行う事業。 

 

・ポータルサイト（Ｐ３０） 

インターネットを利用する際、最初に閲覧されるような利便性の高いウェブ・

サイトの総称。ポータル（portal）は、玄関、入口の意味。 
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【ま行】 

・メタボリックシンドローム（Ｐ２１） 

内臓脂肪症候群のこと。内臓脂肪型肥満に加えて、高血糖、高血圧、脂質異常

のうちいずれか２つ以上を併せ持った状態をいう。 

 

【や行】 

・要支援・要介護認定者（Ｐ１０） 

介護保険を利用する際に、認定調査、介護認定審査会による審査等により、ど

れくらい介護サービスが必要かを判断する。その結果、要介護１～５の認定を

受けた場合は「要介護認定者」となり、要支援１～２の認定を受けた場合は「要

支援認定者」となる。 

 

【ら行】 

・リハビリテーション（Ｐ２７） 

障がいのある人や高齢者などに対して、生活の質を高めることをめざし、医学

的訓練のほか、障がいのある人の社会的な自立と参加のために行う総合的な援

助。 

 

・療育（Ｐ２７） 

障がいのある子どもや心身の発達に心配がある子どもを対象に、人とかかわる

力や考える力、社会に適応する力、生活能力の向上にむけて集団や個別、その

他必要な支援を行うもの。 
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第Ⅲ章 策定体制及び策定経過等 

１．逗子市福祉プラン推進本部要綱                     

平成３年 10 月１日 

施行 

改正 平成 16 年５月 25 日 

平成 18 年４月１日 

平成 19 年４月１日 

平成 21 年４月１日 

平成 23 年４月１日 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、逗子市総合計画の基本構想を踏まえ、かつ、逗子市福祉

プラン（逗子市地域福祉計画）に基づき、本市が目指す「共に生きる心豊かな

まち」の実現に向け、逗子市福祉プラン推進本部（以下「推進本部」という。）

を設置し、その運営について必要な事項を定める。 

（所掌事務） 

第２条 推進本部の所掌事務は、次の各号に掲げるとおりとする。 

(１) 福祉プランの基本的な構想、基本計画及び実施計画の策定に関すること。 

(２) その他福祉プランの推進に関すること。 

（組織） 

第３条 推進本部は、本部長、副本部長及び本部員をもって組織する。 

２ 本部長は副市長、副本部長は福祉部長をもって充てる。 

３ 本部員は、次に掲げる職にある者をもって充てる。 

(１) 経営企画部次長、総務部次長、市民協働部次長、福祉部次長、環境都市

部次長、消防次長、教育部次長及び秘書広報課長 

(２) その他本部長が認める者 

（本部長及び副本部長の職務） 

第４条 本部長は、必要に応じて推進本部の会議を招集し、これを主宰する。 

２ 副本部長は、本部長を補佐し、本部長に事故があるときは、その職務を代

理する。 

（協力の要請） 

第５条 本部長は、特に必要があると認めるときは、構成員以外の関係者に対

し、資料の提出、意見の開陳、説明その他必要な協力を求めることができる。 
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（部会等） 

第６条 推進本部に第２条に規定する事項の個別事項について連絡調整又は協

議をするため、必要に応じて部会を設置することができる。 

２ 部会の部会員は、市職員のうちから本部長が指名する。 

３ 部会にそれぞれ部会長及び副部会長を置き、部会長は第１項の個別事項を

所管する福祉部次長をもって充て、副部会長は部会長が指名する。 

４ 部会は、第１項の連絡調整又は協議を完了し、その結果を推進本部に報告

したときをもって解散する。 

５ 第４条第１項の規定は部会長について、同条第２項の規定は副部会長につ

いて準用する。 

（庶務） 

第７条 推進本部の庶務は社会福祉課において処理するほか、前条に規定する

部会の庶務は、それぞれの部会の事務を所掌する課かいにおいて処理する。 

（委任） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、推進本部の運営について必要な事項は、

本部長が別に定める。 

附 則 

この要綱は、平成３年 10 月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成４年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成６年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成８年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成９年５月 20 日から施行する。 

附 則 （抄） 

（施行期日） 

１ この要綱は、平成 11 年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 16 年５月 25 日から施行する。 

附 則 
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この要綱は、平成 18 年４月１日から施行する。 

附 則 （抄） 

（施行期日） 

１ この要綱は、平成 19 年４月１日から施行する。 

附 則 （抄） 

（施行期日） 

１ この要綱は、平成 21 年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 23 年４月１日から施行する。 
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２．逗子市福祉プラン（逗子市地域福祉計画）・逗子市地域福祉活動計画懇話会

運営要綱  

平成25年４月１日 

逗子市要綱 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、逗子市における地域福祉を総合的に推進するため、逗子

市福祉プラン（逗子市地域福祉計画）の推進に関すること並びに逗子市福祉

プラン（逗子市地域福祉計画）及び逗子市地域福祉活動計画（以下「計画」

という。）を一体的に策定することについて、広く市民、関係者等の意見を聴

取することを目的に、逗子市福祉プラン（逗子市地域福祉計画）・逗子市地域

福祉活動計画懇話会（以下「懇話会」という。）を開催し、その運営について

必要な事項を定めるものとする。 

 （メンバー） 

第２条 懇話会のメンバーは、次に掲げる者とする。 

⑴ 公募による市民 

⑵ 公共的団体の推薦を受けた者 

⑶ 関係行政機関の職員 

⑷ 自治会・町内会等から推薦を受けた者 

⑸ その他市長が必要があると認めた者 

２ 懇話会の参集の求めは市長が行い、同一の者に対して継続して求めるもの

とする。 

（座長及び副座長） 

第３条 懇話会に座長及び副座長を置き、メンバーの互選により定める。 

２ 座長は、懇話会の会議の進行、調整等を行う。 

３ 副座長は、座長を補佐し、座長に事故があるとき又は座長が欠けたときは、

その職務を代理する。 

（アドバイザー） 

第４条 市長は、懇話会の開催に当たり、知識経験を有するアドバイザーを置

くことができる。 

（協力の要請） 

第５条 市長は、特に必要があると認めるときは、メンバー及びアドバイザー

以外の者に対し、資料の提出、意見の開陳、説明その他必要な協力を求める

ことができる。 

（庶務） 

第６条 懇話会の庶務は、社会福祉課において処理する。 

（委任） 
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第７条 この要綱に定めるもののほか、懇話会の運営について必要な事項は、

市長が別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、平成25年４月１日から施行する。 

（要綱の廃止） 

２ 次に掲げる要綱は、廃止する。 

⑴ 逗子市福祉プラン懇話会運営要綱（平成23年４月１日施行） 

⑵ 逗子市地域福祉計画策定等検討会運営要綱（平成23年４月１日施行） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



135 

 

３．逗子市福祉プラン（逗子市地域福祉計画）・逗子市地域福祉活動計画策定等             

懇話会委員名簿（平成 25 年４月１日～平成 27 年３月 31 日） 

１．メンバー （要綱第２条関係）            （順不同、敬称略） 

選出区分 所属団体等 氏 名（フリガナ） 

公募による市民 公募市民  岩橋
イワハシ

 誠
マコト

 

公共的団体の推薦を

受けた者 

社会福祉法人逗子市社会福祉協議

会  
○小川
オガワ

 研一
ケンイチ

（～Ｈ27.1.31） 

逗子市民生委員児童委員協議会   若菜
ワカナ

 敏孝
トシタカ

 

逗子市ボランティア連絡協議会  井上
イノウエ

 摩
マ

尼
ニ

子
コ

 

逗子災害ボランティアネットワー

ク  
 北川
キタガワ

 祐子
ユウコ

 

逗子市手をつなぐ育成会 

 山本
ヤマモト

 典子
ノリコ

 

 中野
ナカノ

 由美子
ユミコ

（H26.7.28～） 

逗子市育児サークル連絡協議会  西方
ニシカタ

 佳子
ヨシコ

 

社会福祉法人神奈川県社会福祉協

議会 
 野地
ノジ

 郁
イク

年
トシ

 

関係行政機関の職員 神奈川県鎌倉保健福祉事務所  

 佐藤
サトウ

 弘美
ヒロミ

 

 重松
シゲマツ

 美智子
ミチコ

（H26.4.1～） 

自治会・町内会等 

から推薦を受けた者 

池子区会選出  増田
マスダ

 勝頼
カツヨリ

 

山の根自治会選出  龍村
タツムラ

 敦子
アツコ

 

小坪区会選出  松井
マツイ

 勝巳
カツミ

（～Ｈ26.8.31） 

その他市長が必要が

あると認めた者 
逗子市福祉部長 ◎和田

ワダ

 一幸
カズユキ

 

◎は座長、○は副座長 
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２．アドバイザー （要綱第４条関係）          （順不同、敬称略） 

氏 名（フリガナ） 役 職 

関東学院大学教授 山口
ヤマグチ

 稔
ミノル

 
逗子市福祉プラン懇話会、逗子市地域福祉計画策定等

検討会 アドバイザー 

星槎大学准教授  豊田
トヨダ

 宗
ムネ

裕
ヒロ

 逗子市地域福祉活動計画 委員 
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４．計画策定の経過                                        

◆逗子市福祉プラン（逗子市地域福祉計画）・逗子市地域福祉活動計画策定等懇

話会、逗子市福祉プラン推進本部ほか 開催状況 

回  数 開催年月日 議   題 

平成 25 年度

第１回懇話会 

2013 年（平成 25 年）

５月 20 日（月） 

①座長・副座長の選出について 

②平成 24 年度地域安心生活サポート事業について 

③次期計画策定について 

平成 25 年度

第２回懇話会 

2013 年（平成 25 年）

７月 26 日（金） 

①計画の概念について 

②アンケート調査について 

平成 25 年度

第３回懇話会 

2014 年（平成 26 年）

１月 20 日（月） 

①アンケート調査及び関係団体ヒアリング調査結果報告

について 

②逗子市福祉プラン 逗子市地域福祉計画・逗子市地域福

祉活動計画骨子案について 

③タウンミーティングについて 

タウン 

ミーティング 

2014 年（平成 26 年）

４月 20 日（日） 

『住民主体の地域福祉活動を考える』 

 ～逗子市福祉プラン 逗子市地域福祉計画・逗子市地域 

福祉活動計画一体化策定に向けて～ 

【基調講演】山口 稔 氏（関東学院大学教授） 

【パネルディスカッション】 

・豊田 宗裕氏（星槎大学准教授） 

・野地 郁年氏（神奈川県社会福祉協議会 地域福祉推進 

 部長） 

・龍村 敦子氏（山の根自治会会長、逗子市ボランティア 

連絡協議会副会長） 

・山上 寿美氏（逗子市民生委員児童委員協議会副会長、 

 お互いさま逗子３・４見守りサポーターチーム）  

平成 26 年度

第１回懇話会 

2014 年（平成 26 年）

６月 27 日（金） 

①現計画の進捗状況について 

②アンケート調査結果及び地区別意見交換会結果報告に 

ついて  

③逗子市福祉プラン 逗子市地域福祉計画・逗子市地域福 

祉活動計画骨子案について 

平成 26 年度

第２回懇話会 

2014 年（平成 26 年）

８月６日（水） 

①現計画の進捗状況における各メンバー等からの意見に 

ついて 

②逗子市福祉プラン 逗子市地域福祉計画・逗子市地域福 

祉活動計画骨子案について 
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平成 26 年度

第３回懇話会 

2014 年（平成 26 年）

10 月３日（金） 

①逗子市福祉プラン 逗子市地域福祉計画・逗子市地域福 

 祉活動計画骨子案について 

平成 26 年度

第４回懇話会 

2014 年（平成 26 年）

11 月６日（木） 

①逗子市福祉プラン 逗子市地域福祉計画・逗子市地域福

祉活動計画案について 

平成 26 年度

第５回懇話会 

2014 年（平成 26 年）

12 月 12 日（金） 

①逗子市福祉プラン 逗子市地域福祉計画・逗子市地域福 

 祉活動計画案について 

福祉プラン 

推進本部 

2015 年（平成 27 年）

1 月 8 日（木） 

①逗子市福祉プラン 逗子市地域福祉計画・逗子市地域福 

 祉活動計画パブリックコメント案について 

平成 26 年度

第６回懇話会 

2015 年（平成 27 年）

３月２日（月） 

①逗子市福祉プラン 逗子市地域福祉計画・逗子市地域福 

 祉活動計画パブリックコメント実施結果報告について  

 

 

 

◆小学校区別意見交換会開催状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

地 区 日 時 内 容 

逗子小学校区 
2014 年（平成 26 年） 

 
４月 24 日（木） ・逗子市福祉プラン 地域福祉計画・逗子市 

沼間小学校区 
2014 年（平成 26 年） 地域福祉活動計画一体化策定について 

３月 28 日（金） 
 

久木小学校区 
2014 年（平成 26 年） ・アンケート調査及び関係団体ヒアリング調                       

４月 23 日（水）  査の結果報告について 

小坪小学校区 
2014 年（平成 26 年）   

３月 27 日（木）  ・意見交換会 

池子小学校区 
2014 年（平成 26 年）   

３月 26 日（水）   
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◆計画素案に関する意見聴取（まちづくりトーク・パブリックコメント） 

 

まちづくり 

トーク 

開催日 2015 年（平成 27 年）1 月 17 日（土） 

意見総数 ５件 

パブリック 

コメント 

募集方法 

市ホームページ掲載 

社会福祉課、情報公開課、市民交流センター、文化プ

ラザホール、逗子アリーナ、福祉会館、保健センター、

高齢者センター、青少年会館、体験学習施設、小坪公

民館、沼間公民館、図書館 

意見募集期間 
2015 年（平成 27 年）1 月 29 日（木）から 

2015 年（平成 27 年）2 月 27 日（金）まで 

意見総数 ０件 
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【当懇話会アドバイザーから、市民のみなさんに向けてメッセージ】 

◆山口 稔 先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆豊田 宗裕 先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は、懇談会の議論のなかで、とくに計画に参加し提案する市民 

の「住民感覚」「庶民感覚」を大切にしてきました。それは、「弱い 

立場にある人たちの視点」であり、「消費者、利用者、生活者の感 

覚」であり、みずからが主体的・自主的に行動するという「市民の 

意思」そのものです。 

本懇談会での計画づくりの過程は、市民や団体・行政が互いに理 

解し合い、協働の仕組みづくりをつくりあげるものでした。その結果、 

本計画は市民生活の個別の問題を解決するだけでなく、人と人とを結ぶもの、日常性を重視して新

しい生活を創造していくものとなりました。 

 本計画のもっとも重要な主体として市民が位置づけられています。つまり、市民が地域福祉の主

人公であることから、市民は福祉サービスの受け手としてだけでなく、地域福祉活動の確かな担い

手として成長することが期待されています。それにより、市民を中心として市民生活にかかわるさ

まざまな関係者が協力し合い、支え合い、地域における福祉課題の解決をすすめる過程を通して、

逗子市の福祉コミュニティづくりがすすめられることになると思います。 

 

 

これまで地域福祉の計画策定にあたっては、行政の「地域福祉計 

画」と社会福祉協議会の「地域福祉活動計画」が別々のものとして 

策定されてきましたが、地域福祉推進の理念や考え方、施策推進の 

方向性は共通しているものであり、共に連携していくことによって 

より大きな成果が生み出されるものと期待され、今回の協働策定が 

実現しました。 

社会福祉協議会の立場からすれば、活動計画で展開されてきた様 

々な団体や機関の地域福祉実践が、公的機関との協働により、より幅広い展開ができるのではな

いかと考えています。フォーマル・サービス（公的な施策）とインフォーマル・サポート（私的

な支援活動）が手を取り合い、互いに連携して地域づくりに取り組める体制を作ることが、この

計画に一番期待する所です。 

「計画は、つくれば終わり」というものではなく、如何にそれを実践していくかが重要でしょ

う。市民の皆さんに一人でも多く関心を持っていただき、よりよい地域づくりに活かすことがで

きれば幸いです。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

逗子市福祉プラン 

逗子市地域福祉計画・逗子市地域福祉活動計画 

～共に生き、心豊かに暮らせるふれあいのまち～ 

 

2015 年（平成 27 年）３月発行 

 

逗子市 

〒249-8686 逗子市逗子５丁目２番 16 号 

ＴＥＬ：046-873-1111 

ＦＡＸ：046-873-4520 

Ｅメール：syakai@city.zushi.kanagawa.jp 

ホームページ：http://www.city.zushi.kanagawa.jp/syokan/syakai/ 

 

逗子市社会福祉協議会 

〒249-0005 逗子市桜山 5 丁目 32 番 1 号 

ＴＥＬ：046-873-8011 

ＦＡＸ：046-872-2519 

Ｅメール：info@zushi-shakyo.com 

ホームページ：http://zushi-shakyo.com/ 


